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第
お
図
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研
シ
ン
ポ
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O
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に
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催
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喝
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築
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l
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］
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人
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減
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の
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計
画

明
石
達
生

［
講
演
］
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一
二
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紀
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都
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ビ
ジ
ョ
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パネ’
ル
吋ア
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
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司
会
H
福
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裕

大
野
秀
敏
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司
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縮
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縮
小
都
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間
部
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演
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人
口
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過
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角
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〔
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I
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、
ク
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J
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、
ノ
官

μ
A
I
ι
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u
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E
ノ
t
t
泊
か
バ
フ

uu，
令
S
/
ν

£
f
J
H川ココ

u
r
n
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y
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明
石
達
生

[
講
演
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一
二
股
紀
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
:
:
:
刀

大
野
秀
敏

討
議

------m

司
会
H
福

川

裕

パ
ネ
リ
ス
ト
H

阿
部
明
子
/
角
野
幸
博
/
明
石
達
生
/
大
野
秀
敏

各
講
演
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
警
き
下
ろ
さ
れ
た
論
文
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
に
は
事
前
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
論
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
財
団
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
古
い
。
二

O
一
O
年
三
月
に
刊
行
予
定
の
「
住
総
研
研
究
論
文
集
ぬ
お
』
に
も
収
録
い
た
し
ま
す
。
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宮工福宣
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護ま竺
毒手
lilf > 
ヲ'0 7Jミ

科わ

警ゅ
措つ
書記 し〉

市ち

一
九
七
二
年
、
東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学

科
卒
業
。
一
九
七
八
年
、
東
京
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
憾
士
課
程
修
了
。
明
治
大
学
工

学
部
建
築
学
科
助
手
、
千
葉
火
山
子
工
学
部
講

師
な
ど
を
緩
て
、
一
九
九
六
年
よ
り
現
職
。

主
な
著
作
・
論
文

『
持
続
可
能
な
都
市
』
(
共
著
、
岩
波
書
応
、

二

O
O五
年
)
、
『
ぼ
く
た
ち
の
ま
ち
ゃ
つ
く

り
1
1
4
』
(
岩
波
書
路
、
一
九
九
九
年
)
、

『
新
・
町
放
み
時
代
』
(
共
著
、
学
芸
出
版
社

一
九
九
九
年
)
、
『
ゾ
!
ニ
ン
グ
と
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』
(
学
芸
出
版
刻
、
一
九
九
七
年
)
、

『
中
批
判
耐
市
』
(
翻
訳
者
、
井
上
市
川
院
、
一
九

八
一
一
一
年
)
、
「
ま
ち
。
つ
く
り
と
コ
ク
レ
ク
テ
イ

ブ
タ
ウ
ン
」
(
『
す
ま
い
ろ
ん
』
二

O
O八
年

春
号
)
な
ど
。

翌五盟三
等大l:il}1) 
攻学 ス
建大日卜
築学三f i| 
学院二十
コ工七7

3 号
壮九

語科卒
護き
都
市

九
八
五
年
、
東
京
火
学
工
学
部
卒
業
。
隊

約
料
相
ア
ト
リ
エ
(
バ
ル
セ
ロ
ナ
)
勤
務
を
経

て
、
一
九
八
九
年
、
東
京
大
学
大
学
的
加
工
学

系
研
究
科
修
士
銀
程
修
了
。
一
九
九

O
年、

旧
制
反
人
と

2
0ユ
貯

O
片
山

σ
p
出
足
立
門
町
立
回
を

設
立
。
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
的
世
科
学

研
究
科
環
境
学
専
攻
助
手
を
経
て
、
一
一

0
0

限
年
よ
り
現
織
。

二
O
O万
年
、
コ
九
九

0
年
代
E
U
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
の
政
策
皮
肉
b

で
東
京
火

山
ヂ
に
て
同
士
(
環
境
伊
)
。

主
一
な
著
作
・
論
文

『
持
続
可
能
な
都
市
』
(
共
強
制
、
山
石
淡
対
応
、

一一

O
O五
年
)
、
可
都
市
と
は
侭
か
b

(

共
省
、

山
石
波
市
町
路
、
一
一

O
O五
年
)
、
『
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
シ
テ
ィ
』
(
学
芸
出
版
社
、
一
一

O
Oコ一年)、

『
ユ
ー
ロ
ア
!
キ
テ
ク
ツ
』
(
学
芸
山
山
桜
校
、

一
九
九
八
年
)
、
「
隙
間
に
泌
在
す
る
サ
ス
テ

イ
ナ
プ
ル
シ
テ
ィ
論
」
(
『
地
域
開
発
』
治
問
、

二
O
O八
年
)
、
「
欧
州
自
治
体
レ
ベ
ル
の
C

0
2
削
減
策
と
は
」
(
『
ま
ち
づ
く
り
』
恥
山
、

一一

O
O七
年
)
、
「
お
じ
・
悶
・
地
域
の
三
角

形
に
よ
る
欣
Mmガ
バ
ナ
ン
ス
」
(
『
公
共
研
究
b

叫
4
、
治

1
、
ニ

O
O七
年
)
、
「
集
問
規
定

に
求
め
ら
れ
る
こ
つ
の
転
換
」
令
部
市
川
問
題
』

叫
m
山
、
ぬ

8
、
二

O
O六
年
)
、
「
持
続
可
能

な
都
市
社
会
の
本
質
」
(
『
公
共
研
究
』
叫

2
、

治
4
、
二

O
O六
年
)
、
「
一
生
に
一
皮
は
ぼ

ろ
家
を
住
み
こ
な
す
」
(
『
住
宅
』
恥
郎
、
一
一

O
O一
一
年
)
な
ど
。

角
野
幸
博
/
か
ど
の
・
ゆ
き
ひ
ろ

関
商
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

九
七
八
年
、
京
都
大
学
A

工
学
部
鐙
築
学
科

卒
業
。
一
九
八

O
年
、
附
大
学
続
修
士
談
後

修
了
。
一
九
八
間
同
年
、
大
阪
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
例
持
続
工
学
専
攻
修
了
。
福
井
工
業

大
学
非
常
勤
講
師
、
市
川
川
崎
勤
務
、
武
郎
川
女

子
大
学
生
活
環
境
学
部
生
活
球
境
学
科
を
経

て
、
二

O
O六
年
よ
り
現
職
。

主
な
著
作
・
論
文

『
日
用
品
の
二

O
位
紀
』
(
共
著
、
ド
メ
ス
出

版
、
一
一

O
O三
年
)
、
『
郊
外
の
一
一

O
役
紀
』

(
学
芸
出
版
社
、
一
一

0
0
0年
)
、
『
近
代
日
本

の
郊
外
佼
宅
地
』
(
共
著
、
鹿
島
出
版
会
、
一
…

0
0
0年
)
、
『
都
市
の
ワ
・
デ
ザ
イ
ン
』
(
共

著
、
学
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
、
『
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
(
共
著
、
淡
交
校
、
一
九
九

七
年
)
、
『
釈
と
ま
ち
づ
く
り
お
(
共
著
、
伊
芸

出
版
社
、
一
九
九
七
年
)
、
♂
八
阪
の
表
現
力
』

(
共
紙
、

P
A
R
C
O
出
版
局
、
一
九
九
間
年
)
、

「
都
心
日
的
住
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
」
(
『
C
R
L
品
川
斜
、
一
一

O
O八

年
)
、
「
高
齢
化
の
進
む
ニ
ュ

1
タ
ウ
ン
の
活

性
化

-
w円
余
方
策
に
関
す
る
研
究
」
(
吋
(
財
)

ひ
ょ
う
ご
渓
災
記
念
一
二
位
紀
研
究
機
総
研

究
年
抑
制
』
治
位
、
二

O
O六
年
)
、
「
印
刷
際
文

化
住
宅
都
市
戸
間
肢
の
変
貌
」
(
『
都
市
伎
宅
学
』

尚
印
、
一
一

O
O五
年
)
、
「
計
泌
戸
建
住
沼
地

の
変
府
廿
と
諜
題
」
(
吋
伎
宅
総
合
研
究
財
問
研

究
年
制
限
』
尚
初
、
二

O
O一
一
年
)
な
ど
。

明
石
達
生
/
あ
か
し
・
た
つ
お

国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

都
市
研
究
部
都
市
計
殴
研
究
愛
護
長

東
京
大
学
教
授
(
ま
ち
づ
く
り
大
学
院
侭
当
)

一
九
八
四
年
、
東
京
大
学
部
市
工
学
科
卒
業
。

山
崎
設
省
へ
入
翁
、
横
浜
市
地
阪
計
磁
等
姐
当

課
長
、
建
設
省
都
市
計
悩
課
課
長
補
佐
、
間

都
市
計
画
課
土
地
利
用
調
堅
官
を
刊
紙
て
現
職
。

二
O
O七
年
よ
り
東
京
大
川
宗
教
授
を
兼
務
。

主
な
著
作
・
論
文

『
中
心
市
街
地
活
般
化
三
法
略
法
と
ま
ち
づ
く

り
』
(
共
著
、
学
刊
一
戸
山
山
版
社
、
二

O
O六
年
)
、

可
ま
ち
づ
く
り
行
政
を
誘
る
』
(
共
務
、
都
市

計
画
協
会
、
二

O
O五
年
)
、
『
都
市
計
鍋
と

地
万
分
権
』
(
共
省
、
学
芸
出
版
社
、
一
九
九

九
年
)
、
『
検
説
・
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
再
生
戦

略
』
(
共
法
制
、
風
土
社
、
一
九
九
七
年
)
、
「
新

ま
ち
づ
く
り
三
法
に
お
け
る
館
市
計
闘
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
(
『
ま
ち
づ
く
り
』
尚
問
、

二
O
O七
年
)
、
「
淵
州
市
解
析
と
シ
ム
シ
テ
ィ
」

(
可
都
市
計
図
h

叫
片
山
、
尚

6
、一一

O
O六
年
)
、

「
広
域
的
観
点
が
必
姿
な
土
地
利
用
規
制
に
お

け
る
開
発
計
画
と
行
政
権
限
の
不
一
致
に
関

す
る
考
祭
」
令
部
市
計
両
論
文
集
』
恥

ω、

一一

O
O五
年
)
、
「
大
型
応
の
立
地
制
御
に
お

け
る
現
行
土
地
利
用
規
制
制
度
の
限
界
に
開
削

す
る
災
託
約
研
究
」
(
可
都
市
計
画
h

川一一目、

恥
6
、ニ

O
O一
一
一
年
)
、
「
事
務
所
と
市
開
業
系
施

設
を
町
民
附
加
し
た
別
途
別
谷
絞
山
下
辺
誘
導
ゾ
l

ニ
ン
グ
に
川
附
す
る
研
究
」
(
吋
都
市
計
磁
論

文
集
』
恥
認
、
ニ

O
O一
一
一
年
)
、
「
大
槻
応
の

立
地
制
御
に
お
け
る
現
行
土
地
利
用
規
制
制

度
の
限
界
に
関
す
る
災
証
的
研
究
」
令
部
市

計
磁
』
J

山
口
出
、
恥

6
、
二

O
O一
一
一
年
)
な
ど
。

教策士
授ERifiz
大Y=':I'
学
大器
学岱
麿 lIJ~
辛IT /' 
詣お

議空
創り

科 2
学℃
E拝と
裂し
科

一
九
七
二
年
、
東
京
火
学
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
。
一
九
七
五
年
、
間
大
学
統
工
学
系
研

究
科
修
会
談
線
修
了
。
的
問
総
合
計
画
事
務
所

効
務
、
東
京
大
学
助
手
(
杭
文
彦
研
究
家
)

を
経
て
、
一
九
八
問
年
、
山
中
野
約
一
明
と
ア
プ

ル
総
合
計
画
事
務
所
を
設
立
。
東
京
大
学
助

教
授
を
経
て
、
一
九
九
九
年
よ
り
教
授
。

一
九
九
七
年
、
東
京
大
学
に
て
待
士
(
工
学
)
。

主
な
著
作
・
論
文

『
シ
ュ
リ
ン
キ
ン
グ
・
ニ
ッ
ポ
ン
』
(
仕
(

M

者、

鹿
お
出
版
会
、
一
一

O
O八
年
)
、
『
ま
ち
な
み

住
宅
の
ス
ス
メ
』
(
共
著
、
鹿
島
出
版
会
、
二

0
0六
年
)
、
『
東
京
の
環
境
を
考
え
る
』
(
共

著
、
初
合
対
応
、
二

O
O二
年
)
、
『
建
築
の

ア
イ
デ
ア
を
ど
う
ま
と
め
て
い
く
か
?
』
(
共

著
、
彩
悶
社
、
一
一

0
0
0年
)
、
『
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
サ
イ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』
(
共
訳
、
鹿

島
出
版
会
、
一
九
七
八
年
)
、
ョ
縮
小
の
デ
ザ

イ
ン
タ
』
の
ス
ス
メ
」
(
『
建
築
雑
誌
』
尚
刷
、

一…

0
0八
年
)
、
「
一
一

O
五

O
年
の
東
京
間
の

都
市
像
」
(
『
住
宅
総
合
研
究
財
閥
研
究
論
文

集
h
h
ぉ
、
二

O
O七
年
)
、
「
ラ
ン
ド
ス
ケ

i
プ
・
ザ
ア
、
ザ
イ
ン
と
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
未
来
」

(
『
建
築
雑
誌
』
恥
側
、
二

O
O五
年
)
、
「
都

市
景
観
の
負
の
巡
遊
」
(
『
新
都
市
』
治
舶
、

二
O
O一
一
年
)
、
「
集
合
住
宅
は
文
化
の
総
と

な
る
か
」
(
『
す
ま
い
ろ
ん
』
一
九
九
一
一
一
年
秋

号
)
な
ど
。

主
な
作
品

部
川
口
同
地
下
鉄
大
江
戸
線
春
日
駅
、
本
郷
一
二

γ

民
間
机
(
二

0
0
0年
)
、
上
海
市
戎
美
術
館
改

修
設
計
競
校
一
等
(
一
九
九
九
年
)
、
旧
門
司
吋

税
関
リ
ノ
ベ

i
シ
ョ
ン
(
一
九
九
防
相
十
)
、
茨

城
県
営
松
代
ア
パ
ー
ト
(
一
九
九
三
年
)
、
茨

城
県
営
石
拠
点
的
ム
口
ア
パ
ー
ト
(
一
九
九
一
年
)

な
ど
。

住居るキJお守し帝都綴?J
 



趣
旨
説
明

制
住
宅
総
合
研
究
財
臼

福
JI( 

裕

研
究
運
営
委
員
会
委
員
長

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
環
境
問
題
、
中
心
市

街
地
再
生
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
業
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
拡
大
し
て
問
題
を
解

決
す
る
都
市
」
が
行
き
詰
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
こ

で
新
し
い
都
市
像
と
し
て
「
縮
小
都
市
」
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
縮
小
」
と
い

う
一
言
葉
に
は
多
く
の
人
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
一
お
し
ま
す
。
工

学
分
野
で
は
タ
ブ
!
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ

え
思
え
ま
す
。
そ
し
て
現
に
、
郊
外
の
開
発
は
止
ま
ら
ず
、

中
心
市
街
地
の
疲
弊
は
続
き
、
農
地
の
荒
療
は
止
ま
り
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
縮
小
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

転
じ
、
積
極
的
な
未
来
を
切
り
開
く
「
縮
小
工
学
」
を
構

想
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
よ
う
や
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
学
会
的
蓄
積
は

/
千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
都
市
科
学
専
攻
教
授

ま
だ
必
ず
し
も
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
・
福
祉
な
ど

多
く
の
テ
1
マ
と
重
な
っ
て
い
ま
す
が
、
住
総
研
ら
し
く

「
居
住
」
ま
た
は
「
住
居
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
こ
の
方
面

で
の
研
究
の
活
性
化
を
促
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
四
人
の
先
生

方
に
は
、
事
前
に
「
縮
小
都
市
に
お
け
る
居
住
」
と
い
う

テ
l
マ
で
論
文
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

そ
の
論
文
を
元
に
ご
諮
演
い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
討
論

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
テ
!
マ
は
、
建
築
学
会
で
も
-
取
り
上
げ
ら
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
お
こ
な
わ
れ
て
、
な
じ
み
深
く
は

な
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
二
、
三
年
前
ま
で
は
「
縮
小
」

と
い
う
一
言
葉
を
使
う
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
先
立
ち
、

避
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
九
九

0
年
代
に

4
4
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は
む
し
ろ
、
土
地
が
足
り
な
い
、
住
宅
が
足
り
な
い
と
い

う
話
に
終
始
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
今
世
紀
に
入
っ

て
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

最
初
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
け

れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
一
転
し
て
、
縮
小
と
い
う
局
面
の
な

か
で
、
こ
れ
を
も
っ
と
よ
く
し
て
い
っ
て
、
二

O
世
紀
に

や
っ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
逆
に
革
命
的
に
変
え
て

い
く
き
っ
か
け
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
む
し
ろ
期

待
を
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う
局
面
を
変
え
る
ひ
と
コ
マ
に
な

れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。
新
し
い
都
市
像
を
描
き
出
す
こ

と
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
の
で
、
そ
こ
へ
向
か
っ
て
、
早

速
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。



{
講
演
}
I
l
l
1

縮
小
都
市
論
|
近
代
主
義
批
判
か
ら
切
り
開
く
縮
小
都
市
へ
の
道

岡

部

明

子

/
千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
都
市
科
学
専
攻
建
築
学
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
的
に
「
縮
小
」
と
い
う
の
は
難
し
い
課
題
で
、

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
わ
が
国
の
建
築

や
都
市
計
画
の
分
野
で
は
、
人
口
が
減
っ
て
も
さ
ら
に
合

理
化
を
進
め
て
効
率
を
上
げ
れ
ば
、
豊
か
さ
も
伸
ば
せ
る

の
で
は
な
い
か
、
「
集
約
化
」
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
集
約
型
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
が
だ
い

ぶ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
富

山
の
「
串
と
お
団
子
」
の
構
図
で
す
ね
(
図
|
1
)
。
と
く

に
交
通
計
画
分
野
の
方
が
た
が
、
現
実
的
、
科
学
的
な
解

析
を
し
て
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
を
上
げ
る
方
向
で
市

街
地
を
集
約
化
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
率
先
し
て
出

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
現
実
的
に
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
政
策
は
、
縮
小
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
し

か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
科
学
的
な
根
拠

で
縮
小
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
、
そ
こ

に
暮
ら
し
て
い
る
人
び
と
は
「
市
街
地
リ
ス
ト
ラ
」
と
で

も
い
え
る
も
の
に
怯
え
て
暮
ら
す
現
実
に
向
き
合
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
決
し
て
縮
小
を
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
、
ポ

図-1 集約型都市のイメージ

人口増加時期に面積を拡大してきた市街地において、人口減少
下で成行きにまかせると拡がったまま低密度化すると予想され
る山対して蜘イU=iPHtt.:i8I:

マ

巨. I 

[串とお因子J(富山市)
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ジ
テ
ィ
ブ
に
受

け
と
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

と
な
る
と
、

縮
小
都
市
を
支

え
る
理
論
を
問

い
直
す
必
要
性

が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
縮
小

の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
1
ジ
を
転
じ

て
積
極
的
な
未

来
を
切
り
開
く
、

「
縮
小
工
学
」

を
構
想
す
る
た

め
に
は
、
不
可

避
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

縮
小
へ
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

い
ま
の
都
市
計
画
が
近
代
主
義
に
基
づ
い
て
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
基
準
線
と
し
て
、
三
つ
の
理
念
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

〈

A
一
思
想
リ
セ
ッ
ト
〉
。
好
ん
で
縮
小
す
る
ま
っ
た
く
新

し
い
時
代
思
想
を
革
命
的
に
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と
。

〈

B
一
近
代
主
義
批
判
〉
。
拡
大
を
支
え
て
き
た
合
理
的
機

能
主
義
理
念
を
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
縮

小
に
呼
応
し
た
理
念
を
探
る
。

〈

C
一
近
代
主
義
踏
襲
〉
。
引
き
続
き
近
代
理
念
を
基
礎
と

し
、
機
能
主
義
を
徹
底
し
効
率
を
高
め
る
こ
と
で
縮
小
に

も
対
処
で
き
る
手
法
を
開
発
す
る
。

結
局
、

実
際
の
政
策
の
現
場
、
計
画
の
現
場
で
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、

C
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
、

C
の
近
代
主
義
踏
襲
H

集
約
化
に
よ
る
効
率
向

上
を
疑
わ
な
く
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
哲
学
者
の
内
山
節

さ
ん
の
文
章
を
引
く
と
、
「
近
代
的
な
枠
組
み
を
再
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
現
代
進
行
し
は
じ
め
た
劣
化
を

く
い
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
多
少
は
、
劣

住居る4J
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化
の
速
度
を
遅
ら
せ
、
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
〉
つ
」
(
内
山
節

『怯
え
の
時
代
」
新
潮
選
書
)
と
い
〉
つ
の
は
、
ま

た
暗
黙
の
了
解
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

一
つ

の
問
題
提
起
で
す
。

「
縮
小
」
一
日
本
と
欧
米
の
違
い

近
代
主
義
を
踏
襲
し
て
、
規
模
の
縮
小
に
対
し
て
集
約

化
に
よ
っ
て
効
率
化
し
て
い
く
こ
と
を
大
前
提
に
、
日
本

が
い
ま
先
進
事
例
と
し
て
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
が
旧
東

ド
イ
ツ
の
人
口
急
減
都
市
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少
の

背
景
が
日
本
の
都
市
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
す
。

欧州は先例になるか 目人口減少の文脈がまるで違う

図-2 人口動態 日欧比較
人口増加 大都市圏+東海道 (日)、西地中海+英・北欧南部(欧)
人口減少 北東北+山陰 (日)、中東欧+北欧北部 (欧)

通臨
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図 3 GDP 日欧比較
経済水準高大都市圏+東海道(日)、ブル バナナ+英・北欧(欧州)

人口変働率(2000-2∞5)'

人
口
動
態
を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
東
側
が
大
き

く
人
口
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
経
済
水
準
は
低

い
(
図

2
、
3
)
。
と
こ
ろ
が
、

実
は
東
側
が
い
ち
ば
ん
経

済
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
で
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地

帯
が
い
ち
ば
ん
よ
い
条
件
に
あ
り
、
人
口
減
少
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
経
済
的
に
も
伸
び
て
い
ま
せ
ん
(
図

4
)
。

要
す
る
に
、
社
会
的
な
人
口
移
動
に
よ
っ
て
旧
東
ド
イ

ツ
の
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
る
(
図
|
5
)
。
社
会
的
減
が

お
も
な
原
因
で
す
か
ら
、
旧
東
ド
イ
ツ
は
縮
小
に
は
否
定

的
で
す
。
い
か
に
人
口
移
動
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
長
に
転
じ
て
い
く
か
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
団
地

撤
去
は
、
都
市
の
魅
力
を
上
げ
、
人
口
の
社
会
減
を
増
加

に
反
転
さ
せ
る
た
め
で
す
(
図
|

6
、
7
)
。
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図-4 GDP変動 E欧比較
高成長 つ(日)、中東欧(欧)→欧州では人口減少地域で高成長、都市部の

過開発 ・農村の過疎

1人当たりのGDP(2曲 5}:
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q
r』第

日
本
で
も

C
の
路
線
で
い
こ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
が
大

い
に
参
考
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

縮
小
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
と
め
る
展
開
と
な
る
と
、
な

か
な
か
見
え
に
く
い
。
A
か
B
の
手
立
て
を
探
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
方
で
、
集
約
化
は
必
ず
し
も
規
模
縮
小
の
局
面
で
提

唱
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
工
業
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
地
球
環
境
問
題
を
背
景
と
し
て
、
環
境
、

社
会
、
経
済
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
で
都
市
の
劣
化
現
象
が

起
き
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
集
約
他
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
規
模
が
縮
小
し
て
い
く
、
人
口
が
減

っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
社
会
的
次
元
の

一
つ
の
あ
ら
わ

れ
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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そ
う
と
ら
え
る
と
、
旧
東
ド
イ
ツ

の
人
口
減
少
都
市
は
大
変
特
殊
な
ケ

ー
ス
で
す
。
日
本
の
人
口
減
少
、
縮

小
都
市
問
題
は
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
疲
弊
地
区
問
題
の
ほ
う
に
近
い
。

移
民
を
受
け
入
れ
た
ら
人
口
は
減
少

し
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
が
社
会
的
な

コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
な
っ
て
、
疲
弊
地

区
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
移
民
を
受

け
入
れ
て
い
な
い
日
本
は
人
口
減
少
。

同
じ
根
か
ら
生
じ
た
問
題
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
疲
弊
地
区

問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
理
念
を
べ

l

ス
に
し
て
解
決
策
を
探
ろ
う
と
し
て



い
る
の
か
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
か
ら
学
べ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
き
ょ
う
の
私
の
話
の
中
心

テ
l
マ
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
疲
弊
地
区
問
題
は
、
一

九

六

0
年
代
か
ら
始
ま
る
近
代
主
義
批
判
の
流
れ
の
な
か
で

解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
の
人
口
減
少
、
縮
小
都
市
に
対
す
る
解
を
、
も
し

近
代
主
義
批
判
の
理
念
に

の
っ
と
っ
て
考
え
た
ら
ど
の
よ

う
な
解
が
出
て
く
る
の
か
。

い
さ
さ
か
挑
発
的
な
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
が
、

議
論

の
テ
ー
ブ
ル
を
広
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
新
し
い
方

向
が
見
え
な
い
か
を
探
り
た
い
が
た
め
で
す
。

A
の
、
思

想
リ
セ
ッ
ト
は
無
理
な
の
で
し
ょ
う
か
と
。

図-6 I日東ドイツの人口急減地区の例
団地再生で知られるライネフェルデ市 (11，200人)では、 7，300人がパネ
ル工法団地からなる南地区に住んでいる。この地区では、1995年比で人口
の37%が減少した。 出典 ライネアエルデ市ウェプサイト より
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図-5 ライプチヒ市の人口動態と市街地の変容
空家の増えた団地を計画的に撤去することで都市全体の魅力を高め、人口
の社会滅を食い止める政策をとった。
市資料ほかを参照して作成(勝間裕災)
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図-7 団地撤去による都市の縮退
ライネフェルデ市、人口急減する南地区では団地撤去が
進んでいる。
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1・
縮
小
都
市
と
呼
応
し
た
欧
州
の
動
き

東
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
行
き
ま
す
と
、
縮
小
し
て
い
く
す
さ

ま
じ
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
そ
れ
な

り
の
パ
ワ
ー
が
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
を
原
点
と
し

て
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
オ
ズ
ワ
ル
ト
さ
ん
が
全
世
界
的
に
展
開

し
て
い
る

「
シ
ュ

リ
ン
キ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
」
の
運
動
が
あ

り
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
近
代
主
義
、

近
代
主
義
批
判
と
は

一
線
を
画
し
て
、
縮
小
の
す
さ
ま
じ
い
現
場
か
ら
何
か
を

見
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
ま
っ
た
く
新
し
い
思
想
を
模

索
す
る
「
も
が
き
」
だ
と
思
い
ま
す
(
次
頁
、
図

8
)。

チ
エ
コ
に
は
、
石
炭
採
掘
跡
地
が
荒
涼
と
広
が
っ
て
い

る
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
七
つ
あ
っ
た
褐
炭
採
掘
地
が
六

つ
閉
鎖
さ
れ
、
人
口
が
三
分
の

一
、
五
分
の

一
に
減
っ
た

と
い
う
都
市
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
(
次
頁

図

|
9
)
。

し
か
も
、
元
々
あ
っ
た
歴
史
あ
る
市
街
地
を
爆
破
し
て
壊

し
て
採
掘
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
グ
ー
グ
ル
ア
ー

ス
で
も
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
ま
す
(
次
頁
、

図
|
叩
)。

産
業
に
よ
る
豊
か
さ
の
享
受
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
三

O
代

1
一
O
代
の
若
者
を
中
心
に
、
こ

う
し
た
パ
ワ
ー
か
ら
何
か
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
う

ね
り
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
荒
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
模
索
は
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
政
策
的
な
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
オ
ス
タ
ル
ジ

l
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
社

会
主
義
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

i
、
知
ら
な
い
東
へ
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
!
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
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図 9 旧東ド
イツの褐炭採掘
跡地では、産業

跡地パワーを体
感するツアーが
行われている。

縮小をポジティ
フに活かす試み
のひとつといえ

る。

(撮影 .大谷悠)

機能主義的なゾーニングに対する批判図-11

図-12 谷間の同窓会
谷底に百|かれた線は以前市街地だったころの道路の位置。

図-10 歴史的市街地を爆破して進められた褐炭露天掘りの跡
置E・『曙Z号.~ 也、-~司!I"'~ I 

出典:Feuchi， K. 
"Wahrnermung verandert 
Landscaft" Anthos 2006/4 
より 出9~ : Goodle Earth 

こ
う
し
た
規
模
縮
小
の
現
場
の
力
か
ら
何
か
思
想
を
生
み

出
し
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
建
築
家
の
試
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
(
図

2
。

で
は
、
日
本
は
ど
う
か
。
団
地
萌
え
、
工
場
萌
え
み
た

い
な
流
れ
が
若
者
の
聞
に
は
少
し
あ
っ
て
、
何
か
共
通
す

る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
加
え
て
、
日
本
の
特
徴
と
し
て
は

A

の
路
線
が
あ
り
ま
す
。『
縮
み
志
向
の
日
本
人
』
と
い
う
本

が
日
本
文
化
論
と
し
て
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
「
か
わ

い
い
」
と
い
う
価
値
観
、
あ
る
い
は
縮
ん
で
い
く
こ
と
に

美
学
を
求
め
る
よ
う
な
価
値
観
は
、

注
目
に
値
す
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
こ
れ
が
い
ま
現
実
の
縮
小

都
市
政
策
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い

え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
最
後
に

B
の
近
代
主
義
批
判
が
、
日

本
で
は
十
分
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
(
け
頁
、
図
ー
ゆ
)
。

。。ム
内
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つι第

機
能
主
義
批
判
か
う
始
ま
っ
た
動
き

疲
弊
地
区
再
生
の
流
れ
は
、
こ
う
し
た
近
代
主
義
批
判
、

近
代
の
都
市
計
画
批
判
の
延
長
に
出
て
き
た
こ
と
で
す
。

機
能
に
よ
る
用
途
別
の
ゾ
l
ニ
ン
グ
、
合
理
性
の
追
求
、

効
率
の
追
求
に
よ
っ
て
人
間
的
な
生
活
空
間
が
奪
わ
れ
て

い
っ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
、

一
九
六

0
年
代
ぐ
ら
い

か
ら
欧
米
を
中
心
に
出
て
き
ま
し
た
(
図
|
刊
、
日
)
。

も
っ
と
も
理
論
的
に
大
き
な
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
の

は
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
『
野
生
の
思
考
』
(
一
九
六

二
年
)
と
い
え
ま
す
が
、
建
築
で
は
、
時
代
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
は
ヴ
ェ
ン
チ
ュ

1
リ
の

『建

築
の
多
様
性
と
対
立
性
』
(
一
九
六
六
年
)
で
し
ょ
う
。
た
だ
、



実
際
の
建
築
を
つ
く
っ
て
い
く
段
に
な
っ
て
は
ポ
ス
ト
モ

ダ
ニ
ズ
ム
に
な
り
、
そ
れ
が
世
界
的
に
広
ま
っ
て
い
く
な

か
で
行
き
詰
ま
り
、
近
代
的
な
都
市
計
画
の
フ
レ
ー
ム
の

中
に
回
収
さ
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
を
経
験
し
ま
す
。
ジ

エ
イ
コ
ブ
ス
、
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
な
ど
も
「
脱
機
能
主
義
」

を
掲
げ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
現
実
の
住
宅
開
発

の
現
場
に
な
る
と
、
脱
機
能
主
義
と
い
う
価
値
観
が
付
加

価
値
と
な
っ
て
、
用
途
混
在
の
ゾ

l
ン
と
い
う
近
代
的
な

用
途
の

一
つ
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
近
代
都
市
計

画
の
フ
レ
ー
ム
を
変
え
る
動
き
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
都

市
計
画
に
よ

っ
て
歴
史
的
市
街
地
が
簡
単
に
壊
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
始
ま
っ
た
動
き
と
し
て
、

歴
史
的
市
街
地
で
は
近
代
的
な
ル

1
ル
を
適
用
せ
ず
、
歴

史
的
町
並
み
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
出
て
き
ま

し
た
。
最
も
建
築
界
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ア
ル
ド
・

ロ
ッ
シ
の

『
都
市
の
建
築
』
(
一
九
六
六
年
)
で
し
ょ
う
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
も
流
れ
と
し
て
は
行
き
詰
ま
り
ま
す
。
歴

史
的
市
街
地
が
表
層
的
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
建
築
に
陥
り
、

テ
l
マ
パ

1
ク
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
い
ま
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
都
市
の
現
場
で
最
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
場
の
付
加
価
値
と
し
て
歴
史
的
市
街
地
が
回
収

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
機
能
主
義
批
判
と
い

う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
れ
を
も
っ
て
い
な
が
ら
も
、
結

局
は
近
代
的
な
都
市
計
画
に
取

っ
て
代
わ
る
も
の
を
示
す

と
こ
ろ
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

し
か
し
、

一
九
八

0
年
代
以
降
、
機
能
主
義
批
判
の
新

ま
た
、

パタリエー，J，F画、出JIl!:ハーヴェイ ，D.rポス トモダニティの条
件J1999年、背木曽応より

図-13 旧市街が壊され、 近代的な市街地に置き換
えられていく様子

し
い
展
開
が
生
ま
れ
ま
す
。
背
景
と
し
て
は
、
脱
工
業

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
環
境
問
題
が
出
て
き
て
、
経
済
的

に
は
都
市
間
競
争
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
競
争

力
と
し
て
の
集
約
化
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も

う

一
つ
、
移
民
が
増
え
、
都
市
内
の
格
差
が
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
劣
悪
な
住
環
境
に
置
か
れ
た
人

た
ち
に
よ
り
良
好
な
郊
外
の
団
地
を
整
備
し
て
き
た
の
で

す
が
、
郊
外
に
彼
ら
を
追
い
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に

解
決
策
を
見
出
せ
な
く
な
っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
疲
弊

し
た
中
心
地
区
を
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
も
含
め
て
丸
ご

と
再
生
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
機

能
主
義
批
判
が
、
あ
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
理
想
に
閉
じ
込

め
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が
、
八

0
年
代
以
降

の
流
れ
で
す
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
環
境
問
題
、

社
会
的
問
題
、
経
済
的
問
題
が
統
合
さ
れ
て
新
た
な
都
市

環
境
思
想
と
し
て
少
し
ず
つ
動
き
出
し
て
い

る
の
が
一
九

九

0
年
代
以
降
の
動
き
だ
と
思
い
ま
す
。

近
代
主
義
批
判
的
な
動
き
は
当
然
日
本
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
以
上
に
、

住
民
か
ら
沸
き
上
が
っ
て
く
る
ま
ち
づ
く
り
運
動
が
盛
ん

で
す
。
し
か
し
、
人
口
が
減
っ
て
、

ど
こ
の
都
市
で
も
暗

い
話
題
が
多
い
な
か
で
、
景
観
や
歴
史
的
町
並
み
が
観
光

資
源
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
数
少
な
い
明
る
い
話
題

に
な
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ほ

う
に
回
収
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
が
近
代
主
義

批
判
の
流
れ
と
な
っ
て
縮
小
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
案
し

て
い
く
ほ
う
に
は
、
残
念
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

日
本
の
縮
小
都
市
像
と
は

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
、

で
は
日
本
で
近
代
主
義
批
判
に
立
脚
し
た
縮
小
都
市
論
を

考
え
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

川
二
O
世
紀
以
降
の
近
代
の
流
れ
か
ら
脱
却
し
て
、
も
っ

と
長
い
目
で
人
口
の
動
態
を
見
る
と
、
逆
に
近
代
以
降
の

人
口
急
膨
張
こ
そ
が
異
常
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
比
較
的

定
常
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
う
い
う
価
値
観
に

移
行
し
て
い
く
。

mw依
然
と
し
て
成
長

・
縮
小
の
最
小
化
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
縮
小
そ
の
も
の
に
何
か
価
値
を
見
出
し

住居るけお一」市都縮ny
 

て
い
く
。

問
機
能
主
義
的
な
も
の
か
ら
脱
却
す
る
と
な
る
と
、
住
と

い
う
機
能
充
足
か
ら
、
以
前
の
、
住
む
こ
と
が
機
能
と
し



て
分
化
し
て
い
な
い
よ
う
な

す
方
向
へ
(
図
ー
は
)
。

附
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
効
率
優
先
か
ら
、
長
い
歴
史
の
な

か
で
、
人
が
土
地
と
か
か
わ
っ
て
き
た
足
跡
、
履
歴
を
尊

重
す
る
方
向
へ
。

「
暮
ら
す
」
空
間
を
取
り
戻

こ
う
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
シ
フ
ト
を
含
ん
だ
縮
小
都
市

論
が
見
通
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

私
は
「
近
代
主
義
批
判
に
よ
る
縮
小
都
市
へ
の
萌
芽
」

は
、
日
本
で
は
か
な
り
魅
力
的
な
形
で
見
え
て
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
、
「
縮
み
の
美
学
」
が
存

在
す
る
こ
と
。
こ
れ
と
統
合
し
て
最
終
的
に
は
新
し
い
思

想
、
控
え
目
な
思
想
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
こ
れ
は
欧
米

図一14 暮らすj空間を取り戻す方向 / ハ¥
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図-15 社会的価値の
推計をしてみると、旧
町村の中心部がパフォ
ーマンスがいい結果に

r2006年第 l回大都市圏計画
制度専門委員会」資料(林良
嗣)による。

よ
り
も

一
つ
の
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

も
う

一
つ
は
、
非
常
に
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
や
歴
史
的

町
並
み
の
保
存
、
オ
1
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

景
観
運
動
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
活
動
の
新
展
開
と
し
て

住
民
主
導
で
縮
小
し
て
い
く
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

成
長
過
程
で
は
、
伝
統
的
な
城
下
町
の
よ
う
な
も
の
と

か
集
落
の
庁
ま
い
は
、
近
代
合
理
主
義
的
な
都
市
と
は
好

対
照
を
な
し
て
い
て
、
壊
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
非
常
に
希
望
に
な
る
の
は
、
縮
小
過
程
で
は
、
伝

統
的
な
都
市
集
落
シ
ス
テ
ム
と
効
率
的
な
集
約
化
は
、
親

和
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

図-16 伝統的な都市集落システムと親和する都市縮退時代の都市
の姿(饗庭伸)

と
で
す
。

図
|
巧
は
、
交
通
計
画
の
林
良
嗣
先
生
が
な
さ
っ
た
社

会
的
な
価
値
の
推
計
結
果
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
科

学
的
な
手
法
で
社
会
的
費
用
を
算
出
し
て
い
く
と
、
意
外

に
も
旧
町
村
の
中
心
部
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
い
い
と
い

う
結
果
に
な
る
わ
け
で
す
。

囲
内
は
、
饗
庭
伸
さ
ん
の
「
都
市
縮
退
時
代
の
都
市

デ
ザ
イ
ン
手
法
に
関
す
る
研
究
」
か
ら
で
す
が
、
こ
こ
で

も
駅
前
市
街
地
、
旧
市
街
、
沿
道
市
街
地
と
い
う
も
の
が

大
切
に
さ
れ
、
単
機
能
で
つ
く
ら
れ
、
地
理
的
・
歴
史
的

な
文
脈
、
都
市
・
集
落
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
が
薄
い
と
こ

ろ
は
積
極
的
に
計
画
縮
退
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
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門
〆
』第

カ
タ
ル
二
ア
州
の
戦
略
的
再
編
に
学
ぶ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
う
し
た
考
え
方
が
ど
の
程
度
実
際
に

実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
の
か
、
私
も
全
体
を
知
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ニ
ア
州

の
地
域
部
分
計
画
を
、
近
代
主
義
批
判
の
都
市
政
策
を
地

域
的
次
元
に
発
展
的
に
適
用
す
る
試
み
の

一
つ
の
例
と
し

て
紹
介
し
ま
す
(
図
|
げ
)
。

計
画
図
を
み
る
と
、
既
存
の
市
街
地
が
グ
レ
ー
で
書
か

れ
て
い
て
、
単
機
能
の
ゾ
l
ニ
ン
グ
が
い
ろ
い
ろ
な
色
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
が
商
業
だ
け
、
薄
い
ピ
ン
ク

が
住
宅
だ
け
、
工
業
が
紫
。
都
市
・
集
落
シ
ス
テ
ム
と
あ

ま
り
関
係
の
な
い
も
の
は
「

r
」
で
示
さ
れ
、
戦
略
的
に

撤
退
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
住
宅
専
用
で
も

r
で
示
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。



日
本
ほ
ど
人
口
減
少
し
て
い
な
い
の
で
、
地
方
の
中
核

都
市
の
周
辺
で
住
宅
を
再
編
す
る
と
い
う
話
は
そ
れ
ほ
ど

あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
で
す
が
、
ピ
レ
ネ
1
山
脈
に
入
っ
た

ほ
う
に
い
き
ま
す
と
、
も
と
も
と
の
地
理
的
・
歴
史
的
コ

ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
飛
離
し
て
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
別

荘
地
は
、
ほ
と
ん
ど
「

r
」
、
縮
退
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
饗
庭
さ
ん
が
示
し
た
も
の
と
か
な
り
近
い
仕

組
み
を
州
の
レ
ベ
ル
で
整
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
も
、
基
礎
自
治
体
が
土
地
利
用
を
拘
束
す
る
権
限

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
州
の
空
間
計
画
は
調
整
の
プ
ラ
ン

で
し
か
な
い
の
で
す
が
、
法
定
計
画
と
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

き
ょ
う
の
主
題
で
あ
っ
た
近
代
主
義
批
判
の
流
れ
は
、

日
本
で
は
大
変
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
ち
づ
く

り
や
歴
史
的
町
並
み
保
存
が
接
合
し
て
縮
小
都
市
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
合
理
的
な

計
画
的
縮
退
の
像
と
歴
史
的
な
も
の
を
守
っ
て
い
く
像
と

が
重
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
人
に
共
有
さ

れ
て
い
る
、
小
さ
い
も
の
、
縮
ん
で
い
く
こ
と
に
対
す
る

美
学
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
冒
頭
の

A
、

B
、
C
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

縮
小
都
市
の
像
を
描
く
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
同
じ

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
る
と
、
縮
小
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
と
め
て
未

来
を
描
き
出
す
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
(
図

図-17 スペイン・カタルニア州PTP
に示された単用途地域の戦略的再編

開かれた空liil自然環境 保全町並合い{両
の系 の保全 〉中〉低)

(胤制的) 聴略的利用可
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方針)

インフラの系 鉄道 田道路

その他 市街地限界組、 flH1ft削!日分離

1
l
n
o
J

。

ー

き
ょ
う
の
話
は
あ
え
て
近
代
主
義
批
判
と
い
う
ス
タ
ン

ス
を
と
り
ま
し
た
が
、
近
代
の
技
術
の
お
か
げ
で
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
に
依
存
し
て
私
た
ち
の
い
ま
の
生
活
の
豊

か
さ
は
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
効
率
的
に
運
用
し
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
大
切
な
課
題
で
す
。
効
率
性
を
高
め
る
こ

と
と
、
歴
史
的
な
も
の
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
と
、
幸
運

に
も
縮
小
プ
ロ
セ
ス
で
は
同
じ
都
市
像
を
結
ぶ
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
縮
小
都
市
を
考
え
て
い

く
う
え
で
大
き
な
励
み
に
な
る
点
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現代的な都市的課題に対する日欧の応答
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人
口
減
少
過
程
に
お
け
る
居
住
地
再
編
の
課
題

角
野
幸
博
/
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
言
語

日
本
全
国
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
、
現
実
問
題
と
し
て

縮
小
、
縮
退
と
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
日
々
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
な
の
で
す
が
、
東
京
で
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
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都 中心都市人口(+)
市 一一一一

化

V 

タイプ1
絶対的集中

八

中心都市人以ー)z 
市

化
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タイプ6
相対的分散

〈再都市化〉

タイプ7 タイプ8
相対的集中 | 絶対的成長

郊外人口(ー)
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郊
外
住
宅
地
の
世
代
交
代

都
市
の
成
長
拡
大
、
あ
る
い
は
縮
小
の
話
を
す
る
と
き

に
は
、
ク
ラ
ツ
セ
ン
の
図
式
が
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
ヨ

コ
軸
が
中
心
都
市
の
人
口
の
増
加
と
減
少
、
タ
テ
軸
が
郊

外
部
の
人
口
の
増
加
と
減
少
を
示
す
、
都
市
サ
イ
ク
ル
の

8
タ
イ
プ
の
分
類
で
す
(
図

1
)。

都
市
が
成
長
す
る
と
い
う
の
は
、
中
心
部
に
お
い
て
人

口
が
増
加
し
、
そ
れ
が
郊
外
に
伸
び
て
い
く
。
都
心
部
の

増
加
よ
り
も
郊
外
部
の
増
加
が
勝
っ
て
い
る
と
い
う
状
況

が
、
や
が
て
中
心
部
は
減
少
し
て
い
く
、
し
か
し
郊
外
部

は
ま
だ
伸
び
て
い
く
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
て
い

っ
て
、
や
が
て
中
心
部
も
郊
外
部
も
人
口
が
減
少
し
て
い

く
。
そ
れ
が
都
市
の
「
成
長
」
「
衰
退
」
と
一
般
に
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
都
市
化
、
郊
外
化
、
逆
都
市
化
、
再

都
市
化
、
と
ク
ラ
ッ
セ
ン
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
図
式
そ
の
も
の
は
、
基
本
的
に
は
人
口
が

増
大
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人

口
の
質
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
多
く

の
場
合
、
成
長
の
段
階
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
家
族
が

円
/
-

7
'
A
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成
長
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
と
と
も
に
郊
外
化
と
い
う
話

が
あ
る
。
そ
し
て
、
衰
退
の
と
こ
ろ
に
は
高
齢
化
、
中
高

年
化
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
質
の
問
題
ま
で
含
め
た
モ
デ

ル
を
今
後
は
想
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
こ

の
成
長
か
ら
縮
小
、
衰
退
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き
に
、

は
た
し
て
も
う

一
度
、
再
都
市
化
、
都
市
化
の
方
に
向
か

う
の
か
ど
う
か
。
お
そ
ら
く
二
巡
回
に
は
中
身
は
か
な
り

異
な
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
で
郊
外
が
成
立
し
た
と
き
に
は
、
郊
外

に
健
康
を
テ
l
マ
と
し
た
ユ

ー
ト
ピ

ア
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
都
心
か
ら
人
び
と
が
積
極
的
に
郊
外
に
出
て

い
き
ま
し
た
。
鉄
道
会
社
が
沿
線
開
発
を
し
て
い
っ
て
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
と
も
に
住
宅
地
を
広
げ
て
い
く
と
い
う

筋
書
き
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

戦
後
の
郊
外
開
発
は
必
ず
し
も
リ
ゾ
ー
ト
と
は
リ
ン
ク

し
て
い
ま
せ
ん
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
意
識
も
薄
い
で
す
。
大
阪

か
ら
快
速
電
車
で
四

O
分
ぐ
ら
い
の
北
摂
・
北
神
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
は
、
六
甲
山
の
北
側
、
神
戸
市
北
区
、
三
田
市
と

い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
(
図

2
)。
昭



図-2

-縁辺部のクラ

スター開発

・複合機能都市

・高速道路網の

結節点

-私鉄を主要公

共交通としつ

つも JRの影 ム
響大

-母都市の二重

性 ぐ子k・ 1
・優れた7ーパ 1)' 
ンデザイ ン 7 
・既成市街地と ，.' 
の連携模索

和
六

0
年
代
あ
た
り
は
日
本
で
い
ち
ば
ん
人
口
の
社
会
増

が
激
し
い
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
、
ウ

ッ
デ
イ
タ
ウ
ン
、
カ
ル
チ
ャ

ー

タ
ウ
ン
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
、
ク
ラ
ス
タ
1
状
の
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
で
、
工
業
団
地
も
配
置
さ
れ
、
周
辺
に
は
ゴ
ル

フ
場
も
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
住
近
接
型
の

住
宅
地
を
つ
く
ろ
う
、
都
心
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
人
口
を
吸

収
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

ス
ピ
ー
ド
は
い
ま

完
全
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
状
況
が
、
最
も

近
年
に
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
起
こ
り
始
め
て
い
る
わ

け
で
す
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
る
と
、
典
型
的
な
郊
外
住
宅
地

の
人
口
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
は
、

さ
て
、
住
宅
地
は
、
異
な
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
な
が
ら

い
ま
ど
ん
ど
ん
変
容
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
空
間
の
変
容

と
人
の
変
容
が
あ
っ
て
、
当
然
そ
れ
ら
は
相
互
作
用
を
も

つ
わ
け
で
す
(
図
|
4
)。

空
間
的
変
容
(
図
|
5
)
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
学
会
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
学
会
で
若
い
方
た
ち
が

容

事
例
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
て
、

眼
目
羽
司

非
常
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

M

整
理
す
る
と、

建
物
そ
の
も
の
の

配

変
化
と
敷
地
の
変
化
、

町
全
体
の

眠掴同

変
化
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

白

人
間
的
変
容
(
図
|
6
)

の
ほ
う

は
、
個
々
の
家
族
の
問
題
が
い
ち

図-3 三田市の人口ピラミ ッド (平成17年度国勢調査)
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変
容
の
パ
タ
ー
ン

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
く

び
れ
が
著
し
い

の
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
こ
は
ワ

シ
ン
ト
ン
村
と
か
、
兵

庫
村
と
か
、
非
常
に
テ

ー
マ
性
を
重
視
し
た
住

宅
開
発
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
年

齢
階
層
、
所
得
階
層
が

ぐ
っ
と
し
ぼ
り
込
ま
れ

た
結
果
で
す
(
図
|
3
)
。

人の継承と変容

相互作用

空間の継承と変容

図-4

ば
ん
大
き
く
、
高
齢
化
、
独
居
老
人
化
等
、
そ
れ
が
住
宅

地
の
な
か
に
空
き
家
や
空
き
地
を
つ
く
り
だ
す
空
間
の
変

容
に
つ
な
が
り
、
世
代
交
代
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
世
代
交
代
も
、
近
代
初
期
に
開
発
さ
れ
た
郊

外
住
宅
地
の
世
代
交
代
の
し
か
た
と、

高
度
経
済
成
長
期

以
降
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
の
世
代
交
代
の
し
か
た
は
、

ど
う
や
ら
か
な
り
違
っ
て

い
ま
す
。
戦
前
の
も
の
で
す
と、

長
子
相
続
制
の
下
で
、
多
く
の
場
合
、
郊
外
で
あ
れ
、
住

宅
地
で
あ
れ
、
そ
こ
に
子
ど
も
た
ち
の
誰
か
が
住
む
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後

の
核
家
族
化
の
な
か
で
、
相
続
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
、
子
ど
も
た
ち
の
住
む
場
所
が
広
域
化
し
、
中
古
住

宅
市
場
で
の
伝
達
と
い
う
形
し
か
で
き
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
の
活
動
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

町
の
変
化
を
生
み
出
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
い
っ
た
変
化
を
マ
ク
ロ
に
見
る
と
、
大
阪
府
で
は
、

当
初
は
縁
辺
部
で
人
口
が
増
加
し
て
い
た
の
が
、
や
が
て

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
最
近
は
都
心
居
住
と
い
う
こ
と
が
い

地域社会の継承と変容

町の変化

緑の成長

街並みの成熟

車の増加

車の滅少

公共施E量の老
朽化

公共施霞ニー
ズの変化

非郊外化

町の変化

昼間人口比率増加

小学校のつラス滅

地域活動の主体変化

地域活動の肉容変化

公共変通需要の変化

ふるさと化

不在地主の増加

敷地の変化

銅分化

一体化

空地化

駐車場化

農地化

資材置場化

人間的変容

家族の変化

高齢化

独居老人化

空家化

世代交代

新住民転入

所得階層変化

住居る+J
 
L
 
お-」市部

、
J
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空間的変容

建物の変化

老朽化

増改簸

空家化

マンション化

ミニ開発化

商業施設化

業務施般化

図-6

図-5



わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
別
の
視
点
で
ゾ
l
ン
に
分

け
て
み
た
と
き
に
、
都
心
部
の
人
口
増
が
激
し
い
と
い
う

こ
と
が
、
数
字
と
し
て
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
図

|
7
)
。
高
齢
化
率
と
の
絡
み
で
見
ま
す
と
、
図
ー
8
の
左
側
が

人
口
の
増
減
率
、
青
が

一
O
%以
上
減
少
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
右
側
の
赤
が
高
齢
化
率
で
、
赤
い
の
は
二
O
%以
上

が
高
齢
ル
出
し
て
住
ん
で
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
。
こ
ん
な
状

況
が
あ
り
ま
す
。

遠
隔
地
の
古
い
団
地
の
ほ
う
が
空
き
家
率
が
ど
ん
ど
ん

高
く
な
っ
て
い
る
と
か
、
高
齢
世
帯
率
が
四
割
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
か
、
第
一
世
代
と
第
二
世

大阪の人口増減 、図-7

憎
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代
で
住
環
境
の
評
価
、
居
住
継
続
意
向
が
ず
い
ぶ
ん
違
う
、

と
い
う
よ
う
な
結
果
は
学
会
で
い
ろ
い
ろ
な
方
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
、
郊
外
の
駅
周
辺
で
再
開
発
が
起
こ

り
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
そ
こ
が
高
密
化
し
て

い
く
。
そ
れ
は
周
辺
の
山
の
上
の
ほ
う
に
住
ん
で
い
た
人

が
下
り
て
く
る
受
け
皿
開
発
と
い
う
も
の
で
、
電
鉄
会
社

が
か
な
り
本
格
的
に
動
き
始
め
て
い
る
状
況
が
、
幾
つ
か

の
郊
外
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
駅
前
で
起
こ
っ
て
い
ま
す

(図
|
9
)
。

ト
ー
タ
ル
で
見
る
と
縮
小
な
の
で
す
が
、
個
別
に
見
る

と
必
ず
そ
の
中
が
変
容
す
る
。
一

つ
ひ
と
つ
の
場
所
が
い

図-8
大阪の

人口増減率と

高齢化率
"'附Z
人口楢滅.. 

. '仇以よ漉少

口 叫
C二〕市町村界
一一 ... ... 

-商業施設
ー延床面積 刊o，ooorrl
ー営業面積 50，000rrl
-駐車場 2，000台
商圏は半径10km、86万人
ー 外飯母子世帯

分譲マンション
41階~什階、699戸
-rrl単価 42.1-47.2万円
一半径5km圏内が8割
-30-40代約半数、60il!以上
2111強

・地域マップ配布、公共交通
促進イベント

京阪電鉄調べ

• 1968年分譲開始
・1972年〈ずはモール
.事業主体ー規模
ー京阪 153ha，5500戸
(戸建3000)，22000人
公団 186ha，9000戸，
32000人

図-9
くずは
駅前とパス圏
の再編

ろ
い
ろ
な
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
、
そ
れ
を
全
体

と
し
て
、
都
市
圏
と
し
て
見
る
と
、
「
あ
、
縮
小
し
た
ね
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
縮
小
の
全
体
像
を
正
確
に

と
ら
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
継
承
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
視

点
で
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

44 
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ι
第

郊
外
再
編
の
二
つ
の
視
点

こ
こ
で
は
住
宅
地
再
編
の
「
通
時
的
視
点
」
と
「
共
時

的
視
点
」
と
い
う
二
つ
の
軸
を
提
起
し
ま
す
。
通
時
的
視

点
と
は
、
個
々
の
住
宅
地
が
誕
生
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
形
で
変
容
し
て
い
っ
て
い
る
の
か
、

何
が
継
承
さ
れ
、

何
が
消
え
て
い
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
。
共
時
的
視

点
と
は
、
都
市
圏
の
な
か
に
分
散
し
て
同
時
に
存
在
し
て

い
る
履
歴
の
異
な
る
住
宅
地
、
居
住
地
が
そ
の
時
代
の
市

民
に
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
て
い
く
の
か
、
ど
こ
が
選
ば
れ
、

ど
こ
が
見
捨
て
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
視
点
。
こ
の
二
つ

の
視
点
で
整
理
す
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す

(
図
|
叩
)
。

図

什

の
左
の
列
は
、
戦
前
に
開
発
さ
れ
た
、
い
う
な

ら
ば
ユ

ー
ト
ピ
ア
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た

郊
外
住
宅
地
。
真
ん
中
の
列
は
高
度
経
済
成
長
期
、
都
市

の
人
口
の
急
上
昇
に
対
応
し
て
つ
く
ら
れ
た
一
般
の
郊
外

住
宅
地
。
い
ち
ば
ん
右
の
列
は
、
私
が
「
超
郊
外
」
と
呼

ん
で
い
る
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
も
う
要
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
縁
辺
部
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
誕
生
の
理
由
、

出
生
の
経
緯
が
あ

り
、
や
が
て
そ
れ
ら
が
成
長
し
、
変
容
し
、
解
体
し
て
い



く
、
あ
る
い
は
再
編
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
シ
ナ
リ

オ
で
整
理
し
て
み
る
と
、
ど
う
も
こ
れ
ら
三
つ
の
列
は
違

う
履
歴
を
た
ど
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
ど
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

をもと といてできはに 大たりさしとる とし
こ 歩う 、超こときい地、つ高き町とれたことこま戦
んむ ーむ 郊 ろこてる、高く度くの 、たり ろころっ前
な こ 度し 外 もろい と 空齢ら経変姿当り、がろ でて に
こと 新ろはあ 。まこき化れ済わ、初、宅あとは郊っ
とがし地、り地すろ家のた成つ作に高地り、、外く
がでい元 自 ま元 。ががなと長てま開密がま逆当でら
、き関の然すの生た増かこ期いい発化細すに初はれ
そる係生に 。生きく 加 でろ 以 まとさ し 分。思のなた
れとを活返 活残さし空で 降 すはれた 化たいイくと
ぞこと文ら 圏つん 。 だっメなこ
れろり化な とてあ 図一10 住宅地再編の しき l つろ
あ 。も 、け しいり 通時的視点と共時的視点 現りジては
るち既れてるま ー 実ブはい
の直存ば組とす にラ完ま市
か すのい みこ。 相互作用 はン全す街
な こ集け 込ろ格 、ドに 。地
と と落な まと差 h 通時的観点 h 共時的視点 用 化消 そが
思 で、い れそが 司 世代附と相縫 F 時と榊 途し滅う連

う別資とてう生 がてしい担
わ の源こ いでま 地域社会の継承と変容 / 混いてっし
け道とろくなれ 在るいたて

で
す
。

郊外住宅地の変容プロセス

趨郊外
・通勤時聞の限界域
-戸置て持ち軍への融章
目ライフス'Jイルへのこだわり
.近鱗住民の世帯分疎

孤立する郊外
-市街化の停藩
亮れ残り

図-11

|量生段階|にもる郊外{ブルジヨ7ユート町)11くらす郊外(想外の中涜化j
卜僅庫の軸求 11.量的ニーズへの対応
トリブート開艇のリンヲ 11均貫主ライフ対イル
トヲラブ社会 11ベッド聖ウン
トモゲニズム文ι

|成長段階|くらす郊外(郊外の中iI化)
| 卜土地主柱、銭遭全社、区画聾理
| 卜鋲遭沿線での鉱大
| ト中産階級の茸入
| 卜企章の土地所有と社宅建盤
|変容段階11紡れる郊外(郊外の情報化)
II.j商量担能の理在
11マンション枇 宅地細分化
卜高睡イメージの一人静き

11 ・阪神大震~撞転入者車噛

|解体段階w柑
l 卜世代史代
l 卜絹ゆ化
l トマンション化
l ト固有性の滴滅
卜市街地の連担

問「

再
編
の
道
筋

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
る

次
の
道
筋
は
ど
う
な
り
そ
う
な
の
か
を
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
非
常
に
単
純
化
し
た
「
居
住
地
の
拡
大

プ
ロ
セ
ス
」
を
整
理
し
て
み
ま
し
た
(
図

1
2。

あ
る
母
都
市
が
あ
り
ま
す
。
近
代
以
前
に
は
、
こ
の
母

都
市
は
他
の
都
市
と
街
道
な
ど
で
結
ぼ
れ
て
い
て
、
そ
の

聞
に
旧
町
が
あ
っ
た
し
、
既
存
の
農
村
集
落
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
鉄
道
が
敷
か
れ
新
駅
が
生
ま
れ
、

各居住パ哲一ンの特性確包と、涜通体制の盤僧
都心郊外共生システムの踊発

旧
町
に
も

まいしこも |町地新 れ 社て理 つ駅
ずうてそ個の開たるに 、 、てが
あ段いこ 別 周発な沿代電い周つ
つ階く拡にり、住線表鉄ろ辺く
たがと大そで旧宅のさ会いにら

ろスれ
なプる
手ロ
法 | 中
に lレ心
よし都
った市
てりは
拡、経

大耕済
し地 活
て整動
い理の
く、増
。区加
画に
整伴

わ
け
で
す
。

そ
れ
が
高

度
経
済
成
長

期
以
降
、
都

心
の
空
洞
化
と
と
も
に
新
た
な
面
開
発
が
い
ろ
い
ろ
な
形

で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
計
画
的
な
大
規
模
開
発
を

行
な
う
場
合
に
は
、
新
た
な
交
通
新
線
を
つ
く
り
出
す
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は

一
般
の
パ

ス
路
線
で
つ
く
ら
れ
て
い
く
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
わ
け

で
す
。
な
か
に
は
、
あ
ま
り
質
の
よ
く
な
い
単
発
の
、
消

え
て
い
く
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

い
ま
こ
ん
な
形
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

「
外
郊
外
」
「
超
郊
外
」
と
呼
ん
で
み
ま
し
た
。

ほ
ど
の
区
分
と

一
致
し
て
き
ま
す
。

そ
し

超郊外

-111住宅金色開発

。
既存集落

計画的大姐線開先 1

io 

静与一一
j欄

間撞区浪肉開発 / 

， 

。

外郊外

旧町

図-12
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そ
れ
が
こ
れ
か
ら
先
の
収
縮
期
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う

可
能
性
を
も
つ
か
(
図
!
日
。
都
心
居
住
は
タ
ワ

l
マ
ン

シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
都
心
部
の
見
直
し
が

当
然
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
近
代
前
期
に
登
場
し
た
高

級
住
宅
街
、
有
名
住
宅
地
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
残
る
と

こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
名
前
だ
け
に
な
っ
て
実

質
が
伴
わ
ず
住
環
境
の
悪
化
と
か
用
途
混
在
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
外
側
は
、
住
む
場
と
働
く
場
の

再
編
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
も
含
め
て
、
鉄
道
沿

線
の
核
に
な
る
駅
や
、

ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
の
中
心
部
を
核
に

し
て
「
新
ま
ち
な
か
居
住
」
の
姿
を
描
く
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
も
っ
と
遠
く
は
、
「
疎
住
郊
外
」
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、

コ
ン
パ
ク

ト
タ
ウ
ン
化
は
、
現
実
問
題
と
し
て
な
か
な
か
難
し
い
。

あ
え
て
ま
ば
ら
に
住
む
こ
と
の
魅
力
を
ど
こ
ま
で
追
求
で

き
る
か
。
ま
ば
ら
に
住
み
な
が
ら
そ
の
地
域
の
周
辺
の
自

然
、
既
存
集
落
の
伝
統
・
文
化
と
組
み
合
わ
せ
た
形
で
の

も
う

一
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
ま
ち
な
か
居
住
へ

個
別
に
み
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
案
件
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

都
市
計
画
的
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
ま
す
。
個
別

の
再
生
、
再
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
こ
っ
て
い
き
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な

都
市
圏
を
描
き
出
す
の
か
。
大
き
な
核
で
は
な
く
て
、
小

さ
な
核
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
さ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と

こ
ろ
に
集
約
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
意
思
を
も
っ
て
人
が
動
い
て

い
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

一
つ
ひ
と

つ
が
そ
れ
な
り
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

で
あ
る
。
そ
れ
を
「
新
ま
ち
な
か
居
住
」

と
呼
ん
で
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す

(
図
目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
他
の
戦
略
目
標
は
遣
う
の
だ
け
れ

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
し

ょ
〉っ
か
。

京
阪
神
、
関
西
は
も
と
も
と
歴
史
的

に
多
極
構
造
を
も
っ
て
い
ま
す
。
核
に

図-13

な
る
よ
う
な
と
こ
ろ

が
そ
れ
ぞ
れ
郊
外
圏

域
を
も
っ
て
い
た
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
が

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ

て
く
る
と
こ
ろ
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。
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n〆』第

- ストック活用とコミユニ子イ
の活性化支援
目安全・安心

ー責崖憧圭

ー介橿福祉サービス
ー公共宜岡田曹理
ー整地空軍の活用
ー周辺賢源的活用
ービジネスの開発
住み替え支掻システム
. 都心ー郊外使いこなし支
11システム

- 良質のエリアマネジメント

再編の戦術

ー
.M艶時期
都心との距躍
.住宅構成

・範段構成
.量地規槙
・住宅由貿
.コミュニティ活動

そ
の
聞
の
再
編
を
ど

う
す
る
の
か
。
一

つ

ひ
と
つ
の
核
の
再
編

と
い
う
よ
り
も
間

図一15

高齢化率の急上昇

・治安，健康への関心
空地、空家田増加

. 公共交通需要

公的サービス需要

新規需要の停滞

世代間継承田平安

人の膏命、住宅の
寿命‘住宅地の寿
命のギャッブ

セウヲ一間格差

の
土
地
利
用
を
ど
う

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
個
々
の
住
宅
地
側
は
ど
う
す
る
の
か
。

個
々

の
住
宅
地
は
、
う
ち
は
寂
れ
て
い
い
、
空
っ
ぽ
に
な

っ
て
も
い
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
編
の
戦
略
を
練
り
、
生
き
残
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
個
々
の
魅
力
を
い

か
に
高
め
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
保
全
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
子
ど
も
が
引
き
継
い
で
住
ん
で
く
れ
な
け
れ

ば
、
そ
の
町
・
住
宅
地
が
維
持
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、

第
三
者
が
買
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
中
古
住
宅

市
場
が
活
性
化
・
成
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
を

支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
要
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

全
体
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
エ
リ
ア

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
(
図
|
市
)。



人
口
減
少
時
代
の
都
市
計
画

明
石
達

生

/
国
土
交
通
省
国
土
需
要
総
合
研
究
所
都
市
研
究
部
都
市
計
画
研
究
室
室
長
、
東
京
大
学
教
授
(
ま
ち
づ
く
り
大
学
院
担
当
)

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
向
け
て
書
い
た
論
文
は
、

の
話
か
ら
な
り
ま
す
。
市
街
地
の
外
側
の
都
市
計
画
の
話

と
、
市
街
地
の
内
側
の
都
市
計
画
の
話
で
す
。

市
街
地
の
外
側
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
「

U
Z
E
E
-
-

5
J
と
「
∞
5
5
5
ω
E口
々
」
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
使
っ
て
い
ま
す
。
ロロ
E
Z
Eて
と
い
う
の
は
「
長
期
継

続
性
」
と
い
う
こ
と
。
∞

5
E
E
E
-
-弓
は
「
持
続
可
能
性」

で
す
。
市
街
地
の
内
側
の
都
市
計
画
の
ほ
う
は
、
「
∞

gσ
・

ニ
喜
一
」
と
「

2
2
-
E宮山
、
」
、
「
安
定
性
」
と
「
柔
軟
性
」
で

す
。
い
ま
の
日
本
の
都
市
計
画
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
で
あ
る

用
途
地
域
制
度
な
ど
に
対
し
て
、
「
非
常
に
緩
い
の
だ
け

れ
ど
も
、
硬
直
的
だ
」
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
は
市
街

地
の
外
側
の
都
市
計
画
の
話
、
つ
ま
り
ロ
ロ

E
E
-
-
Qと

∞己∞
E
E
ω
E
]
F々
の
話
を
し
ま
す
。

つ

「口
C
「

ω
E
5己
(テ
ユ
ラ
ヒ
リ
テ
イ
)
と
は
何
か

不
動
産
に
は
、
長
期
継
続
性
、
移
動
が
不
可
能
、
強
い

個
別
性
が
あ
る
、
高
い
取
引
き
コ
ス
ト
、
長
い
調
節
期
間

な
ど
の
特
性
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
、
市
場
で
供
給
さ

線引き制度のイメ ージ図-1れ
、
取
引
き
さ
れ
る
な
か
で
、
経
済
活
動
に
は
失
敗
や
行

き
過
ぎ
が
起
こ
る
。
そ
の
と
き
、
金
融
だ
っ
た
ら
誰
か
が

損
し
た
り
し
ま
す
が
お
金
と
い
う
数
字
の
動
き
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
不
動
産
の
場
合
に
は
、
生
じ
た
失
敗
が
そ
の
ま

-a・E温:P;膏岨・‘・・・・・・畳 一ご司川，-.-

・・・且司・園陸 '"・‘ ・・・園

、町¥事V

ま
空
間
の
な
か
に
残
っ
て
容
易
に
は
修
正
さ
れ
な
い
と
い

う
特
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
不
動
産
開
発
に
対
し
て
は
、

単
に
経
済
的
な
手
法
だ
け
で
は
な
く
て
、
空
間
そ
の
も
の

を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

い
ま
都
市
計
画
制
度
で
は
、
線
引
き
制
度
を
ど
う
す
る
か

が

一
つ
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

線
引
き
制
度
と
い
う
の
は
、
都
市
計
画
区
域
を
市
街
化

区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分
け
る
手
法
(
図

1
)
で
す

が
、
た
と
え
ば
農
地
が
市
街
化
区
域
に
入
る
と
、
開
発
が

で
き
て
高
い
値
段
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
経
済
的
価
値
の

高
い
財
産
に
な
る
わ
け
で
す
。

一
方
で
、
市
街
化
調
整
区

域
は
厳
し
い
開
発
規
制
が
か
か
る
わ
け
で
、
そ
の
土
地
の

経
済
的
価
値
は
と
て
も
安
く
な
っ
て
し
ま
う
。
都
市
計
画

と
い
う
人
為
的
な
行
為
で
そ
う
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
財
産
権
に
対
し
て
と
て
も
厳
し
い
制
約
だ
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
線
引
き
制
度
を
導
入
し
た

の
か
と
い
う
元
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
急
激
な

都
市
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
だ
け
厳
し
い
規
制
を
お

こ
な
う
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

線
引
き
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、

正
反
対
の
二
つ
の
主
張

住居る+J
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都市圏の人口変化
段 骨量

中心都市 郊外 都市圏全体

++ + 
集中型成長 都市化

++ + +++ 
+ ++ +++ 

分散型成長 郊外化
++ + 
+ 

分散型表退 逆都市化

が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
「
規
制
緩
和
論
」

で
す
。
急
激
な
都
市
化
が
収
ま
っ
た
の
だ

か
ら
、
そ
ん
な
厳
し
い
規
制
は
廃
止
す
る

の
が
当
然
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
す
。

も
う

一
つ
の
主
張
は
、
「
持
続
可
能
な
開
発
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
論
」

と
い
う
べ
き
主

張
で
す
。
こ
れ
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
l
シ
ヨ

ン
の
進
ん
だ
社
会
で
は
、
立
地
の
自
由
度

が
非
常
に
拡
大
す
る
の
で
、
都
市
は
拡
散

を
続
け
て
い
く
。
新
規
開
発
の
ほ
う
が
再

開
発
よ
り
コ
ス
ト
が
安
い
こ
と
も
多
く
、

空
き
地
や
空
き
家
を
生
み
な
が
ら
都
市
が

拡
散
を
続
け
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
や

は
り
き
ち
ん
と
土
地
利
用
を
計
画
に
基
づ
い
て
管
理
す
べ

き
な
の
だ
、

と
い
う
こ
と
で
す。

こ
の
二

つ
の
主
張
は
、

ど
ち
ら
も
も
っ

と
も
な
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の

方
向
を
向
い
て
い
る
の
で
、
ど
う
解
い
て
い
っ
た
ら
い
い

か、

と
て
も
大
事
な
課
題
で
す
。

「ク
ラ
ッ
セ
ン
&
パ

l
リ
ン
グ
の
逆
都
市
化
の
モ
デ
ル
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
角
野
さ
ん
が
丸
い
グ
ラ

フ
で
ス
マ
ー
ト
に
説
明
さ
れ
た
の
を
表
に
し
た
も
の
で
す
。

要
は
、
都
市
化
が
進
ん
で
く
る
と
、
最
初
は
中
心
部
の
過

密
化
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
過
密
化
が
郊
外
化
に

移
っ
て
い
っ

て
、
郊
外
が
拡
大
し
て
い
く
。
そ
れ
が
、
成

長
期
の
都
市
で
す
(
図

2
)。

と
こ
ろ
が
、
人
口
減
少
に
な
る
と
す
ぐ
縮
小
都
市
な
の

か
と
い
う
と
、
話
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
人
口
と
い
う

量
が
成
長
し
な
い
局
面
に
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
の
問
、

クラッセン&パーリングの逆都市化のモデル図-2

L.H. Klaassen & J.H.P. Paelinck， 1979 

DID (人口集中地区)の人口と人口密度

12，1αxl 

FN
E
』
¥
〈
)
州
問
削
開
口
〈

側

側

側

側

側

20，αxl 

。一一一一一一一一一 。
1筑氾 196519初 19伊S1袋犯 19851型犯 19952(XXJ 

|聞 010の人口 口 その他地区 .......010人口密度 |

¥ 、、

図-3

140，αxl 

120，1α氾

∞，αm 
〈
トト 00，卿

ロ60，αxl
-< 4O，CXXl 

人
口
は
減
る
の
に
空
間
的
に
は
都
市
の
拡
大
が
続
く
。

現
在
、
日
本
の
人
口

一
億
二

O
O
O万
人
の
三
分
の
こ

は
D
I
D
「
人
口
集
中
地
区
」
に
住
ん
で
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
く
な
か

で
、
人
口
集
中
地
区
の
人
口
密
度
は
、

一
九
六

0
年
代
は

一
O
O人
/
加
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

一
九
八

O
年

こ
ろ
ま
で
ず
っ
と
落
ち
て
き
て
、
い
ま
は
だ
い
た
い
六
十

何
人
/
加
で
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
3
)
。

和
歌
山
市
と
柏
市
に
み
る
都
市
形
態
の
変
化

そ
こ
で
、
和
歌
山
市
と
柏
市
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

柏
市
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
郊
外
住
宅
地
と
し
て
ず

っ
と
成
長
を
遂
げ
て
き
て
い
ま
す
。
片
や
和
歌
山
市
は
県

庁
所
在
地
で
す
か
ら
、
昔
か
ら
人
口
は
そ
こ
そ
こ
あ
り
、

成
長
の
時
代
に
は
そ
れ
な
り
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
九
八

0
年
代
頃
を
ピ

1
ク
に
、
い
ま
は
人
口
減
少
都
市

で
す
。
ど
ち
ら
も
二
O
O五
年
時
点
で
人
口
が
約
三
八
万

人
で
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
で
す
が
、
、
ず
い
ぶ
ん
遣
う
町
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
比
較
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

和
歌
山
市
を
航
空
写
真
で
見
る
と
、

J

R
和
歌
山
駅
に

比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
も
東
側
は、

拡
大
し
て
み
る
と
と

て
も
空
き
地
が
多
い
市
街
地
に
な

っ
て
い
ま
す
。
駅
裏
で

は
あ
る
も
の
の
、

J
R
和
歌
山
駅
か
ら
大
し
た
距
離
は
な

い
と
こ
ろ
が
こ
う
い
う
状
態
な
わ
け
で
す
。
人
口
減
少
が

始
ま
っ
て
い
る
都
市
は
こ
う
い
う
現
状
|
|
住
宅
地
と
空

き
地
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

で
は
、
和
歌
山
市
の
都
市
計
画
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
先
の
空
き
地
だ
ら
け
の
市
街
地
は
市
街
化
区
域
内

に
あ
っ
て
、
阪
和
自
動
車
道
が
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域

の
境
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
付
近
を
見
て
み
る
と
、

市
街
化
区
域
に
も
空
き
地
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
家
が
あ
る

し
、
調
整
区
域
に
も
空
き
地
が
あ
っ
て
家
が
あ
る
。
ど
こ

が
違
う
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
線
引
き
導
入
以
前

か
ら
の
市
街
地
状
況
な
ど
理
由
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
人
口
減
少
が
始
ま
っ
た
都
市
の

実
状
を
示
す

一
例
で
す
。

一
方
、
柏
市
を
見
る
と
、
航
空
写
真
で
も
市
街
化
区
域

と
調
整
区
域
の
差
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

統
計
的
に
み
る
と
、
和
歌
山
市
は
歴
史
的
な
中
心
都
市

な
の
で
昔
か
ら
人
口
が
多
く
、
高
度
成
長
期
に
増
加
し
た

後
、
八

0
年
代
を
ピ

l
ク
に
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
る
。
今

で
も
八
割
ぐ
ら
い
が

D
I
D
に
住
ん
で
い
ま
す
(
図
|
4
)。

問
題
は
、

D
I
D
の
面
積

(
折
れ
線
グ
ラ
フ
)
が
だ
ん
だ

nu
 

y
i
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ん
広
が
り
、

D
I
D
の
人
口
密
度
が
と
う
と
う
四
六
人
/

凶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
D
I
D
の
定
義
は
、

人
口
四

O
人
/
凶
以
上
の
国
勢
調
査
区
が
連
担
し
て
五

O

O
O人
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
密
度
が
も
う
少

し
減
る
と
、

D
I
D
が
消
滅
に
向
か
う
。
枯
葉
に
穴
が
あ

く
よ
う
に
。
こ
れ
が
逆
都
市
化
と
い
う
こ
と
で
す
。
柏
の

D
I
D
は
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
人
口
密
度
が
高
く
、
人

口
増
加
を
そ
こ
の
な
か
に
収
容
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
(
図

5
)
。

図-4 和歌山市の都市形態の変化
DID人口は変化がないのに、 DID面積は拡大して
いる。

図-5 柏市の都市形態の変化
DID人口の変化に応じて、 DID面積も拡大して
いる。
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小
さ
な
開
発
で
も
、
積
み
重
な
る
と
ス
プ
ロ
ー
ル

行
政
的
に
は
、

実
は
個
別
の
小
さ
な
住
宅
建
築
が
最
も

問
題
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は

一
般
の
方
が
た
と
行
政
を

担
当
し
て
い
る
者
と
の
間
に
認
識
の
違
い
が
あ
る
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

般
の
方
が
た
は
、
小
さ
い
住
宅
の
一

つ
や
三
つ
建
っ
た
っ
て
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
行
政
は
、
ひ
と
つ
を

「
よ
し
」
と
認
め
る
と
、
同
じ
条
件
の
も
の
が
次
に
出
て
き

た
ら
、
や
は
り
「
よ
し
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
次
々
出
て
き
て
、
み
ん
な

「
よ
し
」
と
な
る
と
、

一
つ
ひ
と
つ
は
大
し
た
こ
と
な
い
開

発
が
蓄
積
し
て
、
結
果
的
に
無
秩
序
な
市
街
化
が
進
行
し

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

少
し
だ
け
人
口
増
加
時
代
の
お
さ
ら
い
を
し
ま
す
と
、

市
街
化
制
御
の
基
本
的
な
考
え
方
で
、

図
ー

6
に
「
∞
互
』ロ

〉
右
『O
R
Y
」
、
下
に
「
ロ
可

E
Eの
〉
若
『
O
白
岳
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。一

般
に
教
科
書
で
習
う
の
は
上
の
ほ
う
の
虫
色
{
の

〉七七
「O
宮
町
。
要
す
る
に
、
市
街
化
区
域
の
な
か
に
公
共
投

資
を
集
中
さ
せ
て
、
調
整
区
域
の
ほ
う
は
公
共
投
資
が
非

効
率
に
な
る
の
で
避
け
る
た
め
に
開
発
を
抑
制
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
ず
っ
と
線
引
き
の
都
市
計
画

行
政
を
や
っ
て
き
て
、
成
果
を
上
げ
た
の
は
、
む
し
ろ

ロ
ヨ
g
5
5
〉ち℃

5
旬。

σ
の
ほ
う
で
す
。
日
本
の
郊
外
住
宅

地
に
は
、
し
っ
か
り
と
基
盤
整
備
さ
れ
た
開
発
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
、
「
市
街
地
と
い
う
の
は
拡
大

す
る
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
拡

大
す
る
市
街
地
が
規
模
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
、
か
つ
十

分
な
水
準
の
都
市
基
盤
を
備
え
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

計
画
的
に
追
い
込
ん
で
い
く
と
い
う
作
業
を
し
て
き
た
た

め
で
す
。
そ
れ
が
「
保
留
人
口
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
手
法

な
の
で
す
。

線
引
き
の
都
市
計
画
は
概
ね
八
年
ご
と
に
定
期
的
な
見

直
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
際
に
、

市
街

化
区
域
を
拡
大
し
て
収
容
す
べ
き
将
来
の
人
口
(
一

O
年

後
)
を
推
計
し
ま
す
。

一
O
年
後
こ
う
な
る
ね
、
だ
か
ら

市
街
化
区
域
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
広
さ
が
必
要
か
を
推
計
し

て
、
こ
の
増
加
人
口
と
拡
大
す
る
広
さ
だ
け
を
農
林
部
局

と
合
意
を
し
て
お
く
。
そ
の
う
え
で
、
区
画
整
理
の
合
意

が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
市
街
化
区
域
へ
編
入
し
て
い
く
。

地
権
者
の
合
意
が
進
ま
ず
、
当
面
、
面
的
な
開
発
事
業
の

実
施
の
見
込
み
が
立
た
な
い
地
区
は
、
こ
の
定
期
見
直
し

の
時
点
で
は
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
ず
に
、
調
整
区
域

の
ま
ま
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
一

0
年
間
に
広
げ
る
市
街
化
区
域
の
面
積
に
は
限
度
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
地
権
者

ら
が
事
業
の
合
意

形
成
を
急
が
な
い

と
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
意

味
で
競
争
が
少
し

働
い
て
区
画
整
理

が
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す

(
次
頁
、

図

1
7
)
。

市街化制御の基本的考え方

. Static Approach 
一都市基鍍整備の公共投資を、市街化区域に集中的に

おこない、機能的な市街地を効率的に整備する。
一反対に、市街化調整区域には公共投資を抑制し、非
効率な公共投資を避ける。

図-6

. Dynamic Approach 
市街地は、拡大するものである。
一市街地が拡大する過程において、宅地の無秩序な拡

散を防止するとともに、拡大する市街地が、規模の
まとまりをもち、かつ、十分な水準の都市基盤を備
えたものとなるように、計画的に追い込む。
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そ
れ
と
、

り
ま
す
。

も
う

一
つ
の
方
法
「
暫
定
逆
線
引
き
」
が
あ

市
街
化
区
域
の
な
か
で
も
ま
と
ま
っ
た
農
地
が

あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
線
引
き
の
見
直
し
の
と
き
に
、

区
画
整
理
の
地
権
者
合
意
に
達
し
て
い
な
い
地
区
に
つ
い

て
は
、
い
っ
た
ん
市
街
化
調
整
区
域
に
逆
編
入
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
、
「
合
意
が
で
き
た
ら
い
つ
で
も
市
街
化
区

域
に
戻
し
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
約
束
し
な
が
ら
、
次
回
の

線
引
き
の
見
直
し
の
時
点
ま
で
に
合
意
が
で
き
な
か
っ
た

ら
、
「
恒
久
的
な
市
街
化
調
整
区
域
に
し
ま
す
」
と
、
合
意

形
成
を
促
す
わ
け
で
す
。

実
際
に
三

O
O
三
年
ま
で
に
四
回
の
線
引
き
見
直
し
を

し
た
の
で
す
が
、
市
街
化
区
域
は
拡
大
も
し
て
い
ま
す
が
、

縮
小
も
し
て
い
る
の
で
す
(
表
|
1
)
。

「
緩
く
て
硬
直
的
」
か
ら
の
転
換

人
口
減
少
時
代
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
が
き
ょ
う

の
本
題
で
す
。

大
都
市
圏
も
高
齢
ル
出
し
て
人
口

減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
現
下
の
問
題
は
、
和
歌
山
市

で
見
た
よ
う
に
地
方
都
市
圏
で
す
。

地
方
都
市
圏
で
は
、
七

0
年
代
に

初
め
て
都
市
計
画
の
線
引
き
を
し

た
と
き
よ
り
も
、

で
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
1

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
び
と
の
活
動

圏
域
は
ず
っ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
「
平
成
の
大
合
併
」
で
市

自治体の開発政策など

による将来人口

ごこコ
市街化調整区域の将

来人口

図-7 市街化区域見直しのフロー

|都 市計画基礎 | 、トレンドから推計される将
|翻査 F 来人口

c 

町
村
合
併
を
し
て
、
市
域
も
広
が
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

線
引
き
制
度
は
、
母
都
市
と
そ
の
周
り
の
都
市
計
画
区
域

が
対
象
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
周
り
の
町
村
と
合

併
し
た
と
き
は
新
し
い
市
の
中
に
線
引
き
を
し
て
い
な
い

部
分
が
で
き
る
。
そ
こ
は
村
だ
し
、
田
舎
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
昔
は
線
引
き
都
市
計
画
区
域
の
外
に
お
か
れ
て
き

た
の
で
す
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
、
田

舎
的
に
も
今
や
そ
こ
ま
で
都
市
圏
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

な
ら
ば
、
そ
の
旧
町
村
部
も
線
引
き
の
対
象
に
な
る
よ

う
に
都
市
計
画
区
域
を
見
直
せ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
。

こ
れ
は
自
治
体
の
判
断
で
で
き
る
の
で
す
が
、
旧
町
村
部

に
ま
で
適
用
区
域
を
拡
大
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
は
ほ
と

ん
ど
が
市
街
化
調
整
区
域
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ

と
だ
っ
た
ら
村
が
寂
れ
る
と
。
村
が
寂

れ
る
こ
と
を
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
人

た
ち
は
、
「
と
に
か
く
あ
ら
ゆ
る
規
制
を

取
り
払
え
」
と
い
う
主
張
に
な
る
。
新

r叫
つ

t

一
第1回 |全国

19ヂs-'al三大都市圏
lその他地域

第2回 |全国

1犯5ト宮コ|三大都市圏
|その他地域

第3回 |全国

1'n}-'961三大都市圏
|その他地域

第4回 |全国

1997-'031三大都市圏
その他地域

た
な
規
制
が
か
か
る
な
ん
て
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う

わ
け
で
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
い
ま
は
地
方
都
市
に
つ
い
て
は
線

引
き
を
す
る
も
し
な
い
も
県
が
選
べ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
ど
っ
ち
か
に
統

一
す
る
の
だ
っ
た

ら
、
線
引
き
を
や
め
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
ほ
う
に
安
易
に
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ

り
う
る
わ
け
で
す
。
で
も
、
線
引
き
を
適
用
す
る
過
程
で

彼
ら
の
先
輩
方
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
た
か
。
地
元
で
ど
れ

だ
け
苦
労
し
て
な
ん
と
か
線
引
き
に
納
得
し
て
も
ら
っ
て

や
っ
て
き
た
か
。
そ
れ
を
や
め
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
簡

単
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
土
地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
き
な

手
段
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
は
、
線
引
き
を
や
め
て
し
ま
う
と
、
都
市
計
画
の
規

制
と
し
て
は
と
て
も
不
思
議
な
状
態
が
起
こ
り
ま
す
。
用

途
地
域
の
中
は
用
途
規
制
な
ど
開
発
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ

な
制
約
条
件
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
一
歩

出
る
と
ど
ん
ど
ん
規
制
が
緩
く
な
っ
て
い
っ
て
、
都
市
計

画
区
域
外
に
至
っ
て
は
開
発
許
可
も

一
万
2m
以
上
の
も
の

し
か
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
、
ぜ
そ
う
な
の
か
と
い
え
ば
、

「
人
が
欄
密
に
住
む
か
ら
ル

l
ル
が
要
る
。
だ
か
ら
規
制

が
要
り
ま
す
ね
」
と
い
う
理
屈
な
の
で
、
人
が
桐
密
に
住

み
そ
う
も
な
い
地
域
だ
っ
た
ら
、
「
何
で
こ
こ
に
都
市
の

ル
l
ル
が
要
る
の
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
規
制
が
適

用
さ
れ
な
い
理
屈
で
す
(
図

8
)
。

都
市
計
画
に
よ
る
開
発
許
可
が
な
く
な
っ
て
も
、
農
地
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転
用
許
可
だ
け
は
残
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
地
転
用
許
可

で
大
事
な
農
地
を
守
り
市
街
化
を
防
げ
る
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
農
地
転
用
許
可
の
基
準
は
、
厳
し
い
ほ
う
か
ら

い
っ
て
、
農
用
地
区
域
、
甲
種
農
地
、
こ
の
う
ち
一
種
農

地
、
二
種
農
地
、
三
種
農
地
と
な
る
の
で
す
が
、

三
種
農

地
は
市
街
地
の
中
の
介
在
農
地
で
す
。
こ
れ
は
転
用
の
申

請
を
出
せ
ば
簡
単
に
許
可
が
出
ま
す
。

一
種
農
地
と
い
う

の
は
二

O
M
以
上
の一

団
の
農
地
な
の
で
、
原
則
許
可
は

下
り
ま
せ
ん
(
図
|
9
)
。

そ
の
中
間
の
二
種
農
地
で
す
が
、

三
種
農
地
は
宅
地
化

で
き
る
の
で
、
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
く
と
、
二
種
農
地

だ
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
、
周
り
が
市
街
化
さ
れ
て

く
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
三
種
農
地
の
分
類
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
こ
が
何
種
農
地
か
と
い
う
こ
と
は
図
に
描
い
て

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

申
請
を
出
す
と
、

何
種
農
地
な
の

か
教
え
て
も
ら
え
る
。
そ
れ
で
も
一
種
農
地
な
ら
二

O
M

以
上
の
一
団
の
農
地
で
す
か
ら
最
後
ま
で
残
る
だ
ろ
う
と

思
う
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、

二
O
M
以
上
あ
る
と
思
っ

て
も
、
公
共
転
用
で
学
校
が
入
る
場
合
は
転
用
が
認
め
ら

れ
る
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
二

O
M
の

二

団
の
」
と
い

う
状
態
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
起
き
る
。
品
物

で
も
あ
り
ま
す
ね
。
最
初
非
常
に
き
れ
い
な
状
態
の
と
き

は
と
て
も
価
値
が
高
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
傷
が
つ
い

た
り
す
る
と
値
打
ち
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
と
農
地

法
の
許
可
基
準
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
、
や
は
り
ゾ
1
ニ
ン

グ
で
な
け
れ
ば
守
る
べ
き
土
地
は
守
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
い
ま
、
わ
が
国
の
都
市
計
画
を
め
ぐ
る

都市計画

区犠外

幹線道路

都市の「外にいくほど緩くなるJ開発規制

1 非線引き ， 
..----一一~¥|白地地域 t 
/ ¥ t 

l 途地域内

:¥~ー/

図-8
線引きを止め
ると一一

図-9 農地転用規制は、無秩序な市街化を防げるかっ

農地転用許可基準

h(，i嗣=，il，;)mr.i.."!iT];配置
不許可農用地区減22frrrr備計画において
原則不許可市街化胴整区埴肉の優良畳地甲種農地

原.'1平許可
市街地化が見込まれる農地又は 周辺白他白土地に立地する

第二種農地生産性の低い小県団の農地 ことができない場合寄は許可

第三種農地諒zrrぷ怒哀世田傾原則許可

第一種農地 20ha以ょの一回の農地など

議
論
で
は
、
線
引
き
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
と
い
っ

た
一
律
的
な
議
論
や
、
市
街
化
調
整
区
域
の
中
で
家
屋
が

連
担
し
て
い
る
地
域
を
条
例
で
住
宅
開
発
を
認
め
る
こ
と

に
し
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
テ
ク
ニ
カ
ル
な
対
処

が
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
制
度
の
議
論
以
前
に
、

も
っ
と
き
め
細
か
な
調
査
を
べ

l
ス
と
す
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
。
各
土
地
の
特
性
を
詳
し
く
知
っ
て
、
土
地
開
発
、

農
業
生
産
、
自
然
保
全
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
適

性
を
き
ち
ん
と
把
握
、
分
類
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

韓
国
の
土
地
適
性
評
価

こ
れ
に
関
し
て
、
韓
国
で
最
近
実
施
さ
れ
て
い
る
土
地

適
性
評
価
が
参
考
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
で
は
、
国
土
全
体
を
都
市
計
画
的
な
手
法
を
使
っ

て
開
発
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
目
的
で
、
国
土
利
用

管
理
法
と
都
市
計
画
法
が
二
O
O三
年
に
統
合
さ
れ
て

一

つ
の
法
律
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
い
ち
ば
ん
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
と
こ
ろ
は
、
都
市
地
域
の
外
に
あ
る
「
準
都
市
地

域
」
と
「
準
農
林
地
域
」
で
す
。
日
本
で
い
え
ば
都
市
計

画
区
域
の
外
と
思
っ
て
い
い
の
で
す
が
、
そ
こ
で
乱
開
発

が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
統
合
し
て
「
管
理
地
域
」

と
い
う
こ
と
に
し
、
こ
の
管
理
地
域
を
、
開
発
を
認
め
な

い
「
保
全
管
理
地
域
」
お
よ
び
「
生
産
管
理
地
域
」
と
、

計
画
的
な
開
発
を
許
可
す
る
「
計
画
管
理
地
域
」
へ
と
さ

ら
に
三
区
分
し
た
の
で
す
(
図
l
m
)。
そ
の
区
分
の
ベ
ー

ス
と
な
る
土
地
情

報
を
整
理
す
る
こ

と
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
適

性
を
科
学
的

・
客

観
的
に
評
価
す
る

」と
を
し
ま
し
た

(次
頁
、
図
竹
)
。

実
際
の
例
を
あ

げ
る
と
、
ソ
ウ
ル

の
北
側
の
北
朝
鮮

と
の
国
境
近
く
に

あ
る
パ
ジ
ュ
市
で

す
け
れ
ど
も
(
図

「準都市地域Jと「準農林地域Jの統合・再編

2003年;去

圃，，~õ(l直司ror-'Ul~liil同誌ilil靖幸~~ヨ

住居地滋

商業地犠

工業地域

緑地地婿

計画管理地減

生産管理地域

保全管理地域

管理地減

農林地犠

自然環境保全地婿

都市地域

従前

.，，@ibm震調-iatl@.ヨ
住居地減

商業地域

工業地域

緑地地域

図ー10
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、
赤
が
都
市
地
域
、
緑
が
農
林
地
域
、
青
が
自
然
環

境
保
全
地
域
で
す
が
、
そ
の
聞
に
薄
い
緑
と
か
茶
色
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
管
理
地
域
で
、
こ
こ
を
最
終
的
に
五
つ

の
等
級
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
、
保
全
適
性
な
の

か
、
農
業
適
性
な
の
か
、
開
発
適
性
な
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ

評価体系 Iの実施フロー図-11

計画管理地繊
(地場の実情に
より分績)

←保全管理・生産管理地域→

評価指標群→点数化→3通りに重み付け合計

同ーーー悶i間組ーーーー

で
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
(
図
目
。

ま
ず
、
明
ら
か
に
保
全
だ
、
こ
こ
は
集
落
な
の
で
計
画

管
理
地
域
で
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
分
け
た
う
え
で
、
残

っ
た
と
こ
ろ
を
物
理
的
特
性
、
地
域
特
性
、
空
間
的
立
地

特
性
と
い
う
こ
と
で
、
傾
斜
度
、
周
辺
の
土
地
利
用
比
率
、

既
開
発
地
や
優
良

農
地
と
の
距
離
と

い
〉
つ
よ
〉
つ
な
こ
と

地域特性

適性等級とゾーニンク

-'.iik'..'$JI;.".冨温・
開発が許可され

「保全管理地域」地域の状況を考
る可能性のある

または「生産管 慮して地織区分 rt-十函管理地域J
理地犠Jとする を決める

とする

物理的特性 傾斜度、標高

開発性指標 2222FZd重転用比率、都市用地
農業振興地域比率、回 ・畑 ・果樹図面積
比率、耕地盤理面積比率、生態自然度上

保全性指標 位等級比率、公的規制地域面積比率、緑
地自然度上位等級比率、林床図上位等級
比率、保全山地比事

開発性指標 ZjH22iZEE、公共使益施設との距
耕地整理地核との距離、公的規制地域と

保全性指標の距離、河川 ・湖沼 ・1操業用貯水池との
距離、海岸線との距離

図-14

圃圃圃圃圃E 司ilni屯島古記ーーーーーー

空間的
立地特性

図-15

パジュ市の既決ゾーニ図-12
ング

図 12、13出典
Mie-Oak Chae (2006) 
rLand Suitability Assessment System for Smart 
Urban Growth in KoreaJ 

を
一
つ
ひ
と
つ
指

標
に
し
て
値
を
出

し
て
、
開
発
適
性

値
、
農
業
適
性
値
、

保
全
適
性
値
の
コ
一

通
り
に
重
み
付
け

を
し
た
う
え
で
総

合
的
に
評
価
を
し

ま
す
{
図
件
、
目
。

た
と
え
ば
第
四
等

級
と
評
価
さ
れ
る

と
計
画
管
理
地
域

の
都
市
計
画
決
定

を
す
る
こ
と
と
な

り
、
第
二
等
級
に

な
れ
ば
保
全
管
理

地
域
ま
た
は
生
産

管
理
地
域
の
都
市

計
画
決
定
を
す
る

と
い
う
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。

韓
国
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
人
口
増
加
が
こ
の
あ
と
一

O

年
ぐ
ら
い
続
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
日
本
と
は
違
っ
て
、

む
し
ろ
都
市
の
外
側
の
乱
開
発
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
問

題
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
非
都
市
地
域

を
対
象
と
し
た
土
地
利
用
適
性
の
情
報
を
ち
ゃ
ん
と
評
価

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ゾ

l
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
く
こ
と

は
、
む
し
ろ
市
街
地
拡
大
の
社
会
的
ニ

1
ズ
が
な
く
な
っ

た
わ
が
国
に
こ
そ
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

q
d
 

qノ
ムムウ

日
リ
Jポン、ン研総住回QU

 

内
〆
」第

モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
時
代
に
お
い
て
は
、
人
口
の
増

減
に
か
か
わ
り
な
く
市
街
地
は
外
に
拡
散
を
続
け
る
。
こ

れ
は
定
理
み
た
い
な
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
総
量
と
し

て
空
き
家
、
空
き
庖
舗
、
空
き
地
を
市
街
地
の
内
外
に
増

加
さ
せ
て

い
く
。
こ
れ
ら
の
開
発
ス
ト
ッ
ク
は
、

UZEσ

E
q
と
い
う
不
動
産
の
特
性
に
よ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
っ

て
都
市
空
間
に
存
続
し
て
し
ま
う
。

し
た
が
っ
て
、
都
市

の
無
秩
序
な
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
の
土
地
利
用
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
減

少
時
代
に
は
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
大
規
模
開
発
と
い
う

も
の
の
力
を
利
用
し
た
線
引
き
の
移
動
と
い
う
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、

全
然
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
ど
う
す
べ
き
か
。
「
白
い
地
域
」
の
土
地
を

き
め
細
か
く
仕
分
け
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
い
て
、
い

ま
制
度
の
議
論
ば
か
り
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
む
し
ろ
こ

う
い
う
基
本
的
な
情
報
を
整
理
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み

づ
く
り
の
ほ
う
か
ら
先
行
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
話
の
ま
と
め
で
す
。



二
世
紀
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

大

野

秀

敏

/
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授

大
局
的
に
見
る
と
、
地
球
全
体
の
人
口
は
膨
張
し
続
け

て
い
て
、
み
な
が
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
生
活
を
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
ら
、
空
気
、
水
も
含
め
て
地
球
の
資
源
が

有
限
で
あ
る
以
上
、

一
人
当
た
り
の
分
け
前
は
だ
ん
だ
ん

減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
ほ
う
は
、
全
国

一
律
に
減
る
わ
け
で
は
な

く
て
、
地
域
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
人
口
の
格
差
社

会
に
な
り
ま
す
(
図
|
1
)
。

こ
れ
は
国
際
問
題
で
あ

っ
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
オ

図ー1

図-2 世界の縮小都市
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ツ
プ
ル
が
二
人
の
子
ど
も
を
生
ま
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
、
人
口
減
少
問
題
を
解
く
こ
と
は
、
位
界
的
な
貢
献

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
(
図

2
)。

い
ず
れ
に
し
ろ
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
以
上
、
縮
小
を

好
機
に
変
え
る
戦
略
が
、
都
市
に
お
い
て
も
必
要
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

縮
小
都
市
・
東
京
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

私
た
ち
は
二
O
O
五
年
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
建
築
国

際
会
議
で
初
め
て
「
フ
ァ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
東
京
二
O
五

O
」

を
提
案
し
ま
し
た
。
丹
下
健
三
先
生
が

一
九
六

O
年
に
拡

大
成
長
の
時
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
「
東
京
計
画

一
九
六

O
」
を
出
さ
れ
て
以
来
、

建
築
家
は
「
都
市
か
ら
の
撤
退
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
都
市
の
こ
と
を
語
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
建
築
の
力
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
、

将
来
の
社
会
が
ど
う
な
る
か
を
具
体
的
に
示
す
力
で
す
。

そ
こ
が
、
建
築
は
実
業
で
あ
り
な
が
ら
も
世
間
か
ら
少
し

は
尊
敬
さ
れ
る
根
拠
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
二

O
O六

年
、
『
新
建
築
』
誌
と
『
J

A
』
誌
に
「
フ
ァ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

二
O
O
七
年
に
オ
ズ
ワ
ル
ト
さ
ん
の
「
シ
ュ
リ
ン
キ
ン

グ
・
シ
テ
ィ
」
と

一
緒
に
秋
葉
原
で
展
覧
会
を
し
、
さ
ら

に
そ
の
翌
年
に
は
、
香
港
・
深
別
建
築
都
市
ヴ
ィ
エ
ン
ナ

l
レ
で
も
展
示
し
ま
し
た
。
最
近
の
信
用
不
安
が
起
こ
る

前
の
話
で
す
が
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
バ
ブ
ル
ゲ
l
ム
を

続
け
て
無
限
に
膨
張
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
危
機
感

を
抱
き
始
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
世
界
的
に
非
常
に
関

心
の
高
い
テ
l
マ
で
、
ど
こ
に
い
っ
て
も
多
く
の
人
た
ち

が
私
ど
も
の
提
案
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

二
O
O七
年
の
展
覧

図-3 裏側が縮
小する日本列島

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

結
果
を
ま
と
め
て
単
行

本
を
出
版
し
ま
し
た
。

そ
の
表
紙
に
掲
げ
た
図
(
図
1
3
)
は
、
日
本
の
都
道
府
県

の
面
積
を
人
口
比
で
拡
縮
し
て
日
本
地
図
を
書
き
直
し
た

も
の
で
す
。
日
本
海
側
が
縮
小
す
る
の
で
エ
ビ
反
り
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
年
を
経
る
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
反
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

丹
下
健
三
先
生
の
「
東
京

一
九
六

O
」
は
、
東
京
湾
の

住居るキJお-」市都駅?J
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図-4 ファイJ¥ーシティ/東京2050
21世紀の未来像は縮小する都市、施設も土地も余る時
代の都市像郊外の再編成図-5
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高齢化、人口減少で打撃を受ける郊外

在、郊外鉄道を軸に居住地域をコンパ

クトに再編成。

高齢化時代にこそ必要なモビリティ。

木造密集地域の防災性と環境改善。

道路拡幅と敷地の統合という既存の都市

計画手法ではいつまでたっても改善され

ない。できるところから空地在緑化して、

繋いで線状緑地をつくる。

図-6 郊外鉄道を軸にした、800m歩行圏の住
宅地が連鎖する730のコンパクトシティ

空地をつないで線状緑地をつくる図-8

図-9 クリーンパーティション
の効果

図-10 災害危険地帯を緑地で
間仕切る

中
央
の
ほ
う
へ
向
か
っ
て
埋
立
地
を
伸
ば
す
計
画
で
し
た
。

こ
れ
が
東
京
の
未
来
の
姿、
だ
と
、
多
く
の
人
た
ち
を
呪
縛

の
よ
う
に
捕
え
る
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
建
築
の

コ
ア
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
電
通
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
都
市
の
シ
ス
テ
ム
と
呼

応
さ
せ
、

一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
示
し
た
功
績
は

非
常
に
大
き
か
っ

た
わ
け
で
す
。

当
然
、
時
代
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も

そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
縮
小
す
る
都
市
、

施
設
も
土
地
も
余
る
時
代

の
都
市
像
と
し
て
、
四

つ
の
戦
略
を
提
案
し
ま
し
た
。

一
つ
が
郊
外
の
再
編
成
で
す
。
高
齢
化
、
人
口
減
少
で

打
撃
を
受
け
る
郊
外
を
、
郊
外
鉄
道
を
軸
に
居
住
地
域
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
再
編
成
し
、
駅
周
辺
の
歩
け
る
居
住
圏
と

し
て
七
三

O
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
連
鎖
を
構
想
し
て

い
ま
す
。
(図
|
4
1
6
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多
く
の
方
々
は
、
こ
の
印
象
が
強
か
っ
た
の
か
、

イ
パ

l
シ
テ
ィ
構
想
は
郊
外
の
戦
略
と
理
解
さ
れ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
が
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
含
ん
で
い

ま
し
て
、
た
と
え
ば
山
手
線
の
外
側
の
「
木
造
密
集
地
域

の
防
災
性
と
環
境
改
善
」
も
提
案
し
て
い
ま
す
。
道
路
拡

幅
と
敷
地
の
統
合
と
い
う
既
存
の
都
市
計
画
手
法
で
は
な

く
、
空
い
て
い
る
土
地
を
順
次
緑
化
し
て
繋
い
で
線
状
緑

地
を
つ
く
る
。
防
災
性
も
高
ま
る
上
に
環
境
改
善
に
も
な

る
、
と
い
う
提
案
で
す
(
図
1
7
1
叩
)。
八
%
の
宅
地
を
緑

化
す
る
と
し
て
、
防
災
効
果
と
環
境
改
善
に
よ
っ
て
八
%

の
地
価
上
昇
が
あ
れ
ば
経
済
的
に
ぺ

イ
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
い

フ
ア
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都心の防災性と環境改善。首都高の災害

救援道路+人間のための空中街路化+地

域冷暖房施設。

交通インフラのコンハ ジョン。首都高

は東京の第二の地形である。今ある「地

形」を生かした改善。

図-11

う
こ
と
で
す
。

も
う

一
つ
の
提
案
は
、
「
都
心
の
防
災
性
と
環
境
改
善
」

で
す
。
首
都
高
速
を
災
害
救
援
道
路
+
人
聞
の
た
め
の
空

中
街
路
に
し
よ
う
、
と
い
う
提
案
で
す
(
図
け

1
3。
現

在
、
首
都
高
速
の
都
心
部
は
二
0
1
三
O
%
の
交
通
量
を

賄
っ
て
い
る
の
で
、
人
口
が
三
O
%
減
少
す
れ
ば
こ
の
、
ぐ

ら
い
要
ら
な
い
と
い
う
計
算
に
な
る
わ
け
で
す

都
心
部
の
首
都
高
速
の
面
積
は
新
宿
御
苑
の
二
倍
ぐ
ら

い
あ
り
、
そ
れ
を
緑
化
す
る
と
ヒ

1
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
防
止

に
な
り
、
都
心
で
直
下
型
地
震
が
あ
っ
た
と
き
に
、
救
援

道
路
に
な
る
。
現
在
、
緊
急
交
通
路
が
指
定
さ
れ
ナ
マ
ズ

の
絵
と
と
も
に
「
地
震
災
害
時
、
一
般
車
両
通
行
禁
止
」

と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、

実
際
に
は
誰
も
ど
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
都
心
が
被
災
す
る
と
空
路
か
ら
し
か

救
援
路
が
な
い
。
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
う
ち
に
、
地
震

の
確
率
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
き
ま
ず
か
ら
、
こ
の
ぐ

ら
い
の
荒
療
治
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
同
時
に
そ

。Jラ，

白川 λ

ロ ，~~"I!様狙

日o，.. .. 

が…

れ
が
地
域
冷
暖
房
の
管
路
に
な
っ
て

C
0
2
削
減
に
も
貢

献
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
提
案
で
、
私
と
し
て
は
生
ま
れ
て
初
め
て

の
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
(
笑
)
、
話
を
す
る

た
び
に
、
「
東
京
は
、
お
金
も
あ
る
し
、
ま
だ
開
発
余
力
が

あ
る
か
ら
い
い
け
れ
ど
、
地
方
都
市
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
」
と
訊
か
れ
、
私
自
身
も
そ
れ
は
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
環
境
省
か
ら
研
究

費
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
八
万
人
ほ
ど

の
都
市
、
長
岡
を
対
象
に
し
た
フ
ァ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
を
考

え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
間
報
告
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。

地
方
都
市
・
長
岡
市
の
縮
小
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

都
市
計
画
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題

の
一
つ
は
縦
割
り
で
す
。
分
業
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

省
庁
も
バ
ラ
バ
ラ
、
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
も

バ
ラ
バ
ラ
、

学
会
も
バ
ラ
バ
ラ
。
市
民
か
ら
す
る
と
統

一

的
な
将
来
像
は
誰
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
都
市
全
体
の
構
造
か
ら
住
宅
改

造
ま
で
含
め
て
、
ス
ケ
ー
ル
を
ま
た
い
で
、
し
か
し
戦
略

的
に
大
事
な
ツ
ボ
を
押
さ
え
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
を
立

て
て
い
ま
す
(
次
頁
、
図
|
氾
)
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

一

方
、
こ
れ
は
不
動
産
屋
の
謀
略
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
っ
て
、
「
郊
外
は
犯
罪
の
温
床
だ
」
「
子
殺
し
、
親

殺
し
は
み
ん
な
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
」
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
「
郊
外
悪
者
論
」
も
は
び
こ
っ
て

い
て
、
必
ず
し
も
冷
静
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は

C
0
2
削
減
絡
み
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
都
市
を
つ
く
り
替
え
る
こ
と

は
、
「
最
新
の
ク
ー
ラ
ー
に
買
い
替
え
る
と
、
あ
な
た
の
電

気
代
は
半
分
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と
い
う
こ
と
を

ま
ず
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
長
岡
市
の
C

0
2
の
排
出
は
、

一
人
当
た
り
七

・
八

t
ぐ
ら
い
、
雪
国

で
寒
い
の
で
全
国
平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
る
程
度
で
す
。

そ
の
う
ち
の
四
分
の

一
ぐ
ら
い
が
都
市
の
維
持
管
理
に
か

か
わ
る

C
0
2
排
出
で
す
。
都
市
形
態
が
変
わ
る
と
何
が

変
わ
る
か
と
い
う
と
、
こ
の
部
分
が
変
わ
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、

三
つ
の
モ
デ
ル
の
比
較
を
し
ま
し
た
。
市
域

を
理
想
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
現
状
の
三
五
%
ぐ
ら
い
に

想
定
し
た
「
単
心
モ
デ
ル
」
。
市
域
を
現
状
の
五
一
%
、
ぐ
ら

い
に
想
定
し
た
「
多
心
モ
デ
ル
」
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
原
理
に
任

住居るけお市都。自t
 

戸
内
J。ζ



2050年の長岡のための戦略群図-13

図-14 コンパクトシティの3つのモデルの比較
条件(共通:2050年の人口は199，000人(現状の69.7%)

1人当たりの床面積は変わらない。

多心モデル
市域は現状の51%
新規建設の半分は集合住
宅(容積率200%)

単心モデル
市域は現状の35%
新規建設は全て集合住
宅 (容積率200%)
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図-17 移行時の建設・廃棄によるC02排出量とフロ
ーの比較(単位千 tC02) 
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図-15 長岡市の土地利用現況
比較的集中しているが、それでもスプ

ロ ル化は進行している。平成の合併
で市域は拡大した。

・・ ・・... -..q. 
・圃u.刷
_..・・m... 
-‘・

図-16 長岡市のC02排出量
長岡市では，都市空間の維持・運用に
由来するこ酸化炭素排出は市の総C02
排出量の概ね 1/4を占める。

図一18 各モデル毎の各年次までのC02排出量の累積
値 (LCC02) の変化を、単心モデルを基準に記したク
ラフ
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町一…… 
せ
て
お
く
「
市
場
モ
デ
ル
」
は
市
域
は
現
状
の

一
O
O
%

と
い
う
設
定
で
す
(
図

は

)。

イ
ン
フ
ラ
の
量
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
の
に
、
人
口

は
七

O
%、
ぐ
ら
い
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、
七

O
%

の
税
金
で
こ
の
都
市
を
運
営
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

コ

ン
パ
ク
ト
化
す
る
と
っ
く
り
替
え
の
コ
ス
ト
は
か
か
る
け

れ
ど
、
小
さ
く
な
っ
た
分
、
交
通
量
が
減
る
な
ど
効
率
的

な
都
市
が
で
き
ま
す
。

多
く
の
イ
ン
フ
ラ
は
定
期
的
な
修
繕
で
す
が
、
建
物
に

関
し
て
は
寿
命
に
パ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
間
の

寿
命
と
同
じ
よ
う
に
一
定
の
分
布
を
も
っ
て
建
て
替
わ
っ

て
い
く
の
だ
と
仮
定
し
て
、
単
心
モ
デ
ル
は
容
積
率
二

O

O
%
で
集
合
住
宅
化
し
て
い
く
。
多
心
モ
デ
ル
は
容
積
率

二
O
O
%
で
半
分
を
集
合
住
宅
化
し
て
い
く
。
市
場
モ
デ

ル
は
木
造
で
い
ま
ま
で
ど
お
り
の
低
層
の
住
宅
地
を
つ
く

る
と
い
う
想
定
で
す
。
年
々
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
か
か
わ
る

C
0
2
排
出
量
は
、
移
行
時
の
排
出
量
が

一
番
多
い
単
心

モ
デ
ル
が、

当
然、

一
番
少
な
く
、
市
場
モ
デ
ル
で
も
施

設
の
定
期
的
な
更
新
が
必
要
な
の
で
あ
る
程
度
建
設
に
か

か
わ
る

C
0
2
が
排
出
さ
れ
、
多
心
モ
デ
ル
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
す
(
図

1
5
。

単
心
モ
デ
ル
を
基
準
に
し
て
、

L
C
C
0
2
の
変
化
を

グ
ラ
フ
に
し
て
み
る
と
(
図
|
盟
、
市
場
モ
デ
ル
は
イ
ニ

シ
ャ
ル
は
少
な
い
け
れ
ど
年
々
の
排
出
が
大
き
い
の
で
ど

ん
ど
ん
累
積
値
が
増
え
て
い
っ
て
、

二一

年
で
単
心
モ
デ

ル
を
追
い
越
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
多
心
モ
デ
ル
だ

と
、
単
心
モ
デ
ル
を
越
す
の
に
七

O
年
か
か
り
ま
す
。

で
は
、
費
用
か
ら
み
る
と
ど
う
か
。
単
心
モ
デ
ル
を
つ

p
h
u
 

ワ
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リ
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長岡地域の現在の人の流れ図-19ボコタのBRT図-20

-人の流れは必ずしも長岡駅を中心としていない。
.旧長岡市の自家用車非保有世帯は全体の15%。
-公共交通の交通手段分担率は、 三大都市圏に比べ1/3
以下であり，長岡市では全交通の3%しか分担してい
ない。

図-21 日本の道路事情に合わせたスリムパス構想
可動式チェアにより最大60人が乗車可能

く
る
た
め
に
は
三
兆
五

0
0
0億
円
か
か
り
ま
す
。
現
在

の
長
岡
市
の

G
D
P
が
一
兆
一
二

O
O億
円
で
す
か
ら
、

三
年
分
ぐ
ら
い
の
投
資
を
官
民
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
の
年
間
の
土
木
予
算
は
三

一
一
億
円
で
す
か
ら
、
工
事
費
は
そ
れ
の
三
八
倍
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

る止ム主る

品
開
二
一
u

g
=…一二3

じ一一一
一

一

同
国
一一…

"'"‘ 
... ‘ 

""‘ 

""‘ 
， .. 図-23 専用パス

レーンを設置可能
箇所の比較

理
的
で
す
。
単
純
に
「
コ
ン
パ
ク
ト
だ
か
ら
効
率
が
い
い
」

と
い
う
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
か

ま
で
勘
案
し
て
決
め
な
い
と
、
「
C
0
2
排
出
を
減
ら
す
」

と
い
う
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
の
い
ち
ば
ん
の
難

関
は
、
「
ど
う
や
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
地
区
に
人
を
呼

び
寄
せ
る
か
」
で
す
。
ま
ず
縮
小
と
い
う
の
は
み
ん
な
認

」
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
「
多
心
モ
デ
ル
」
が

一
番
合

。，‘
柑 叫

め
た
が
り
ま
せ
ん
。
「
あ
な
た
の
町
は
だ
ん
だ
ん
人
口
も

減
っ
て
い
る
し
、
経
済
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
市

域
を
小
さ
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
も
、
「
い
や
、
来
年

は
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
政
府
が

予
算
を
く
れ
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
み
ん
な
言
い
張
り
ま
す
し
、
全
体
的
に
均
等
に
縮

小
し
て
い
く
と
、
効
率
が
悪
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
、
そ
れ
は
直
ち
に

社
会
的
不
公
正
に
な
り
ま
す
。
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
市
域

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
外
に
土
地
を

買
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
、
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
新
し
い
庖

舗
を
構
え
た
人
た
ち
は
、
地
価
が
極
端
に
下
が
っ
て
し
ま

う
わ
け
で
す
か
ら
、
絶
対
反
対
す
る
わ
け
で
す
。
逆
に
、

い
ま
ま
で
駐
車
場
ぐ
ら
い
に
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
中

心
市
街
地
の
人
た
ち
は
、
急
に
不
相
応
に
土
地
の
値
段
が

上
が
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
が
人

為
的
に
起
こ
る
。
だ
か
ら
、
原
理
的
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
が
い
く
ら
よ
く
て
も
、
社
会
的
に
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
な
ん
と
か
効
率
の
い
い
町
を
つ
く
る
こ
と
が

社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
税
制
、
金
銭
に
か
か
わ
る
政
策
を
調
整
し
補
填
す
る
仕

組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
わ
れ
わ
れ

の
都
市
計
画

・
デ
ザ
イ
ン
の
手
段
で
で
き
る
こ
と
の

一
つ

が
交
通
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

B
R
T
に
よ
る
公
共
モ
ビ
リ
テ
ィ
(
図
内
i
n
)

日
本
の
大
都
市
と
地
方
都
市
を
比
べ
た
場
合
に
、

，s. 2s尚 .. 開

通路幅員

い
ち
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ば
ん
大
き
な
違
い
は
、
公
共
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
差
で
し
ょ
う
。

地
方
都
市
に
い
く
と
、
公
共
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
選
択
性
が
極

端
に
低
い
わ
け
で
す
。

公
共
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
私
た
ち
が
い

ま
考
え
て
い
る
の
が
、

B
R
T
(
∞5HN山
七
五
↓
E
D
2門
)

で
す
。
世
の
中
で
は
路
面
電
車

(
L
R
T
)
が
も
て
は
や

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
非
常
に
気
分
的
な
議
論
が
多
い

気
が
し
ま
す
。
町
が
縮
小
し
て
い
る
の
に
融
通
の
利
か
な

い
軌
道
を
敷
く
の
は
ど
う
い
う
神
経
な
の
か
。
つ
い

一
O

年
か
二

O
年
前
ま
で
せ
っ
せ
と
市
電
を
撤
去
し
て
い
た
は

ず
な
の
に
で
す
。
そ
れ
を
急
に

L
R
T
だ
と
国
が
音
頭
を

と
っ
て
普
及
し
よ
う
と
い
う
朝
令
暮
改
を
や
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

B
R
T
は
、
ク
リ
チ
パ
や
ボ
ゴ
タ
で
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
(
前
頁
、

図
l
m
)
。
パ
ス
は
幅
が
概
ね
二
・
五

m
あ
り
、

専
用
レ

1
ン
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
膨
大
に
道
路
幅
が
要

る
の
で
す
。
こ
れ
が
桂
桔
と
な
っ
て
日
本
で
は
な
か
な
か

で
き
な
い
。
私
た
ち
が
い
ま
考
え
て
い
る
の
は
、
パ
ス
を

ス
リ
ム
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ

l
パ
ス

の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
通
常
の
車
高
に
し
た
ら
、
乗
用
車

の
車
幅
一
・
六

m
で
パ
ス
が
で
き
ま
す
(
前
頁
、
図
|
引
)
。

こ
れ
に

I
T
S
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、

二

m
幅
の
車
線

で
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
長
岡
を
例
に
と
る
と
、
普
通
の
三

m
の
車
線
、
だ
と

総
延
長
五
七
回
し
か
パ
ス
専
用
レ

l
ン
が
と
れ
な
い
の
が
、

一
挙
に
二
倍
弱
、
九
二
回
と
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
(
前

頁
、
図
1
2
1
n
)
。

L
R
T
と
パ
ス
の
比
較
で
、

パ
ス
は
待
合
い
が
寒
い
と

か
、
定
時
運
行
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
比
較
が
不
公

平
な
わ
け
で
す
。
電
車
は
、
上
屋
を
つ
く
っ
て
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
つ
く
る
わ
け
で
す
が
、
パ
ス
は
普
通
の
道
を
走

っ
て
い
て
、
歩
道
で
待
つ
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

B
R

T
が
必
要
だ
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
疲

弊
し
た
市
街
地
で
も
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
を
い
ま
考
え
て
い
ま
す
。

モ
バ
イ
ル
公
共
施
設

長
岡
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
計
画
の
な
か
に
、

「
モ
バ

イ
ル
公
共
施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
と
い
う

の
も
あ
り
ま
す
。
モ
バ
イ
ル
公
共
施
設
は
、
最
近
は
あ
ま

り
聞
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ブ
ッ
ク
モ
ー
ビ
ル
に
も
う

一
回
光
を
当
て
よ
う
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。
人
口

が
減
少
し
て
、
あ
る
闘
値
を
超
え
る
と
、
夕
張
市
が
典
型

的
な
よ
う
に
、
公
共
施
設
を
運
営
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
途
端
に
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
確
保
で
き
な
い
状
態
に

な
る
。
ど
ん
な
施
設
に
も
建
物
と
ス
タ
ッ
フ
が
要
る
か
ら

カ
ラ

で
す
が
、
空
の
公
共
施
設
を
つ
く
っ
て
、
月
曜
日
に
は
図

書
館
が
、
火
曜
日
に
は
児
童
館
が
、
水
曜
日
に
は
物
売
り

が
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
す
る
と
、
七

種
類
の
公
共
施
設
が

一
週
間
で
日
替
わ
り
で
で
き
る
わ
け

で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
公
共
は
七
分
の
一
の
サ
ー
ビ
ス

の
予
算
で
運
営
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ま
新
自
由
主
義
的
言
辞
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
「
選

択
」
と
「
集
中
」
で
は
、
選
択
か
ら
も
れ
た
人
た
ち
が
シ

ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
失
う
と
い
う
状
況
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
「
分
散
シ
ス
テ
ム
」

「小
さ
な
シ
ス
テ
ム
」

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
け

口。
円
ノ
』ムウ日ノポン、y研総住囲

内切
内/』第

そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
建
築
家
が
具
体
的
に
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
提
案
し
、
大
き
な
シ
ス
テ
ム
で
な
い
選
択
を
政

策
決
定
者
た
ち
が
す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
博
物
館
を

一
一
七
億
円
で
つ
く
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
大
き
な
シ
ス
テ
ム
の
最
た
る
も
の
で
す
。

マ
ン
ガ
と
い
う
も
と
も
と
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ

る
も
の
を
大
き
な
箱
も
の
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
。
政
策
決

定
者
に

O
O会
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
単

一
図
式
し
か
な

い
こ
と
が
問
題
で
、
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
、

そ
う
い
う
も
の
を
真
剣
に
な
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
、
い
ろ
い

ろ
な
メ
ー
カ
ー
と
も
共
同
し
な
が
ら
開
発
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
装
い
で
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
が
も

う

一
つ、

二
つ
の
選
択
肢
を
も
っ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て

縮
小
社
会
と
い
う
も
の
を
新
し
い
価
値
と
し
て
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
(
図

l
l
l
A
斗

l
J
Eリ
J

。

n
/
』
1

n

/
』、

で
す
が
、

モパイル公共施設、コミュニティダイ
l~近よく 汀われる新 1'lI li 主義的汀府

分散システム、小さなシステム

+ 
集約したシステム

剖
グ
一
ン
図
ニ

図 25 縮小社会の技術としての分散システム
の再評価

1 中山間地の縮小するコミュニティのシビルミニマ
ムの確保
2 郊外住宅地に取り残される高齢者世帯、世帯形態
第位になる単身世帯
3 搬送エネルギロスを最小化し、エネルギ効率
を高める
4 インヲ ネyトのようにリダンタンシ を高め、
システムの口バストネスを高める
5 把握できる規模のシステムにすることで、利用者
が皆当事者意識をもち安全性、経済性、信頼性が高
まる



E 

討
論

福
川

(
司
会
)
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
話
を
聞
い
た
り

論
文
を
読
ん
で
、
意
見
が
違
う
ぞ
、
質
問
が
あ
る
ぞ
、

と

い
う
こ
と
を
出
し
あ
っ
て
、

相
互
理
解
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

阿
部
さ
ん
は
「
挑
発
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
「
町
場
で

保
存
を
や
っ
て
い
る
人
は
も
っ
と
反
省
し
ろ
」
、
「
フ
ァ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
計
画
は
近
代
主
義
の
残
誼
を
引
き
ず
っ
て
い

る
」
な
ど
と
論
文
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
(
笑
)
。
阿
部
さ

ん、

挑
発
の
観
点
か
ら
み
て
、

他
の
三
人
の
意
見
は
ど
う

な
の
か
。

住
民
自
ら
に
よ
る
工
り
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
可
能
か

阿
部

角
野
さ
ん
は
、

地
域
の
最
終

的
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
提
示
さ
れ
、
「
履

歴
」
と
い
う
言
葉
を
お
使
い
に
な
り

ま
し
た
。
現
状
の
構
造
を
最
適
化
す

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
計

画
的
な
手
法
で
取
り
組
む
場
合
に
は
、

「近
代
主
義
」
か

「近
代
主
義
で
な
い
」
か
は
白
黒
分
か
れ
る
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
然
、
い
ま
ま
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
町
が
で
き

て
き
た
か
は
計
画
の
な
か
で
も
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、

言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

効
率
を
数
字
を
示
し
て
再
編
す
る
と
い
う
の
は
だ
れ
に

で
も
客
観
的
に
伝
わ
り
ゃ
す
い
方
法
だ
け
れ
ど
、

実
際
は
、

個
人
が
ど
う
い
う
住
宅
に
住
む
か
、
ど
こ
に
住
む
か
、
か

な
り
時
間
を
か
け
て
選
択
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

再
編
が
な
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。
そ
こ
で
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
が
主
体
的
に
、

実
際
に
縮
小
す
る
こ
と
を

前
提
に

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
よ
う
な
地
域
が

あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
現
実
的
な
の
か
ど
う
か
を
お

聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

角
野

住
宅
地
の
縮
小
を
前
提
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

住
宅
地
側
が
自
ら
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能

性
が
あ
る
の
か
。
き
わ
め
て
難
し
い
で
す
ね
。
や
っ
て
い

る
方
々
は
そ
れ
を
縮
小
と
は
決
し
て
意
識
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
現
実
に
、
空
き
家
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
高
齢
者

の
デ
イ
ケ
ア
施
設
に
と
か
、
空
き
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
こ
ろ
を
地
域
で
管
理
し
て
い
こ
う
と
か
、

低
密
度
化
し

た
と
き
に
、
そ
の
空
い
た
ス
ト
ッ
ク
、

資
産
を
自
分
た
ち

で
管
理
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
住
宅

地
の
価
値
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
は
各
地
で
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

町
の
履
歴
|

|
阿
部
さ
ん
は
「
足
跡
」
と
い
う
言
葉
も

使
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ー
ー
を
何
の
た
め
に
考
え
る
の
か
。

そ
れ
は
、

そ
の
町
、
そ
の
住
宅
地
が
生
き
残
る
価
値
が
あ

る
の
か
ど
う
か
を
自
ら
確
認
し
て
い
く
作
業
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
「愛
着
を
も
て
る
町
だ
よ
ね
」

と
い
う
こ
と
を
居

住
者
が
自
ら
確
認
し
て
い
く
。
「
こ
ん
な
歴
史
や
経
緯
が

あ
っ
た
ん
だ
」
と
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
樹
々
は
絶

対
に
残
し
て
い
き
た
い
と
か
、
駅
前
の

ロ
ー
タ
リ
ー
は
こ

れ
こ
そ
が
こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
表

舞
台
に
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
た
ち
の
土
地
の
資
産
価

値
を
維
持
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
競
争
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の
た
め
の
手
段
と
い
う
見
方
も
あ
る
の
か
な
と
。
単
に
叙

情
的
な
こ
と
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
現
実
的
な
問
題
と
し

て
、
そ
の
歴
史
と
か
経
緯
を
き
っ
ち
り
押
さ
え
て
お
く
こ

と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
部
全
体
の
パ
イ
が
縮
ま
る
な
か
に
、
エ
リ
ア
ご
と
に

一
生
懸
命
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
る
と
こ
ろ
と
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
「
選
択

と
集
中
」
に
な
り
、
強
い
と
こ
ろ
が
勝
つ
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

角
野

お
そ
ら
く
そ
の
筋
書
き
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
平
等
に
同
じ
よ
う
に
残
る
の
は

非
常
に
厳
し
い
。
た
だ
現
実
に
、
町

が
変
わ
っ
て
い
く
、
住
宅
地
が
変
わ

っ
て
い
く
過
程
に
は
ズ
レ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
非
常
に
高

齢
ル
出
し
て
そ
こ
で
暮
ら
し
続
け
る
の
は
つ
ら
い
と
か
、
若

い
人
た
ち
が
よ
そ
へ
移
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
親
の

介
護
や
、
ロ

1
ン
の
残
債
、
諸
般
の
事
情
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ズ
レ
を
内
包
し
な
が
ら
み
ん
な
暮
ら
し
て
い
る
わ
け

で
す
。こ
の
ズ
レ
を
マ
イ
ナ
ス
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

町

が
変
わ
っ
て
い
く
と
き
の
あ
る
種
の
あ
そ
び
|
|
ア
ロ
ー

ワ
ン
ス
、
時
間
的
、
空
間
的
な
ゆ
と
り
ー
ー
と
し
て
、
と

ら
え
る
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
ズ
レ
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変

わ
っ
て
い
く
と
き
と
い
う
の
は
、
親
が
亡
く
な
っ
て
、
遠

隔
地
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
も
う
こ
れ
以
上
管
理
し
続

け
ら
れ
な
い
、
持
ち
続
け
ら
れ
な
い
か
ら
売
っ
て
し
ま
お

う
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
と
し

て
現
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
不
動
産

中
古
市
場
の
な
か
で
そ
こ
の
価
値
、
魅
力
を
も
っ
と
高
め

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
相
続
し
た
人
た
ち
が
そ
の
町
の
魅

力
を
理
解
し
て
、
そ
れ
を
売
り
出
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組

み
を
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
体
側
は
考
え
た
ほ
〉
つ
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

福
川
そ
う
す
る
と
、
客
観
的
に
ど
こ
が
ど
う
な
る
と
決

ま
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ
こ
の
住
民
の
主
体
性
が
か
な

り
利
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

角
野
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
は
つ
ぶ
す
よ
と
、

客
観
的
に
は
行
政
は
絶
対
言
え
な
い
こ
と
で
す
か
ら
。

個
々
の
住
宅
地
レ
ベ
ル
で
の
競
争
と
い
う
よ
り
、
鉄
道

沿
線
レ
ベ
ル
で
と
か
、
ゾ
ー
ン
と
し
て
魅
力
づ
く
り
を
し

て
い
か
な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

福
川
し
か
し
逆
に
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
勝
者
必
勝

み
た
い
な
、
い
ま
の
社
会
を
象
徴
す
る
流
れ
に
も
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
岡
部
さ
ん
の
指
摘
で
し
た
が
。

角
野
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
社
会
保
証
シ
ス
テ
ム
、

空
間
保
証
シ
ス
テ
ム
が
要
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
住
宅
地
の
民
意
で
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
さ
に
政
治

の
問
題
に
な
り
ま
す
ね
。

空
き
地
に
し
て
し
ま
う
所
有
者
の
責
任
は
つ

角

野

私

か

ら
明
石
さ
ん
に
質
問
し
ま
す
。

先
ほ
ど
の
説
明
は
、
低
密
度
地
域
に
お
い
て
も
開
発
は

放
っ
て
お
い
て
も
起
こ
る
か
ら
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
い

ま
開
発
が
起
こ
っ
て
い
く
と
い
う
、
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
の

ベ
ク
ト
ル
の
な
か
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
む
し
ろ
気

に
な
る
の
は
、
休
耕
田
、
休
耕
作
地
:
:
:
空
き
地
に
し
て

し
ま
う
、
荒
れ
地
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
個
人
の
所
有

者
側
の
責
任
で
す
。
も
う
少
し
法
的
に
追
及
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

福
川
そ
れ
は
土
地
で
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
方
都
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
い
ま
も

う
所
有
権
放
棄
と
い
う
状
態
が
戸
数
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か

を
占
め
る
よ
う
な
状
態
に
、
現
実
問
題
と
し
て
至
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
集
落
や
郊
外
住
宅
地
に
関
し
て
も
同
じ
事
態

は
当
然
想
定
さ
れ
ま
す
ね
。

明
石
空
間
的
な
都
市
の
縮
小
で
は
な
く
、
人
口
は
減
っ

て
い
る
の
に
都
市
は
拡
大
を
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
む
し

ろ
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
空
き
地
、
荒
れ
地
が
出
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
を
払
っ
て
く
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で
す
が
、
開
発
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
再
開
発
す
る
ほ
う
が
、
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を

新
開
発
す
る
よ
り
も
ず
っ
と
手
聞
が
か
か
る
し
コ
ス
ト
も

か
か
る
し
、
地
価
も
か
か
る
。
難
し
い
。
産
業
社
会
を
や

っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
つ
く
ら
れ
、

古
い
も
の
は
放
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
こ
れ

を
ど
う
い
う
姿
に
し
た
ら
い
い
の
か
。

日
本
の
住
宅
地
は
ど
こ
が
問
題
か
と
皆
さ
ん
に
聞
く
と
、

「
敷
地
が
狭
い
」
と
言
う
ん
で
す
ね
。
敷
地
さ
え
あ
る
程
度

大
き
け
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
。
な
ら
ば
敷
地
は
も
う
一

回
大
き
く
で
き
る
の
か
。
こ
れ
が
難
し
い
ん
で
す
ね
。
隣

A
U
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地
買
い
が
も
っ
と
推
奨
さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

角
野
隣
地
買
い
の
推
進
、
あ
る
い
は
土
地
が
集
約
さ
れ

る
た
め
に
は
、
現
在
の
所
有
者
の
権
利
を
も
う
ち
ょ
っ
と

制
限
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
川
明
石
さ
ん
の
話
は
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
が
、
さ
ら

に
そ
の
先
を
考
え
た
と
き
に
、
そ
こ
に
住
ま
な
く
な
っ
た

人
は
そ
の
土
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
苦
痛
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
疎
住
的
な
と
こ
ろ
は
も
っ
と
別
の
:
:
:
所
有

権
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

全
体
で
コ
モ
ン
の
よ
う
に
管
理
す
る
、
そ
う
い
う
発
想
が

出
て
く
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
?

角

野

現

実
に
コ
モ
ン
的
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
畑
を
庖
舗
の
お
客
さ
ん
用
駐
車
場

に
使
い
た
い
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
に
起
こ
っ
て
い
る
状

況
を
も
う
少
し
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

福
川
い
ま
の
ま
ま
近
代
主
義
で
所
有
権
が
主
張
さ
れ
る

と
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
る
か
ら
、
そ
こ
を
転

換
す
る
仕
組
み
が
も
う
一
段
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
行

な
わ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
の
再
生
だ
っ
て
、
あ
る
意
味

で
自
分
の
所
有
権
を
あ
る
程
度
放
棄
し
な
が
ら
利
用
を
共

有
化
す
る
と
い
う
形
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
郊

外
も
中
心
市
街
地
も
、
何
か
別
の
観
点
が
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
は
同
じ
で
す
ね
。

大
野
新
規
開
発
の
ほ
う
が
安
上
り
と
い
う
こ
と
は
、
要

す
る
に
社
会
的
な
負
担
を
外
部
化
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

焼
き
畑
的
に
市
街
地
を
食
い
尽
く
せ
ば
、
片
方
で
学
校
が

廃
校
に
な
り
、
片
方
で
新
設
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

う
い
う
負
担
が
住
民
の
税
金
に
は
ね
返
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
縮
小
期
で
は
税
収
も
減
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
社
会

的
コ
ス
ト
を
明
快
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ス
ト
構
造
が
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
あ
い
ま
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
都
市
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
維
持
・

管
理
す
る

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
あ
る
イ
ン
フ
ラ
を
再
生
し
て

い
く
こ
と
は
、
そ
の
コ
ス
ト
が
反
映
さ
れ
れ
ば
そ
ん
な
に

割
高
に
な
ら
な
い
は
ず
な
ん
で
す
。

、、
寸i
JF

明
石

一
般
論
と
し
て
は
全
く
そ
の

h
-
-
w
f
h
E
F
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
住
宅
地
で

同

4
3
4
障
V
L
J匂

は
、
住
民
税
と
固
定
資
産
税
が
い
ち

4
4司ば
ん

大

き

な

税

収

で

す
。
高
齢
化
し

J
ト

l
k

て
所
得
が
な
く
な
っ
た
人
が
多
く
な

り
住
民
税
収
が
減
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

固
定
資
産
税
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
減
っ
て
い
く
の
か
は
い

ま
ま
で
の
経
験
で
は
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
道
路
の
財
源
に
な
っ
て
き
た
ガ
ソ
リ
ン
税
は
、

車
を
動
か
せ
ば
動
か
す
ほ
ど
入
っ
て
く
る
と
い
う
構
図
に

な
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
車
社
会
の
ほ
う
が
税
収
は
上
が
る
。

こ
の
へ
ん
の
構
図
を
ど
う
組
み
替
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
野
拡
大
社
会
か
ら
縮
小
社
会
に
変
わ
っ
て
世
の
中
が

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
の
行

政
を
支
え
て
い
る
税
制
の
仕
組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

環
境
問
題
と
い
う
と
す
ぐ
反
自
動
車
に
な
っ
て
し
ま
〉
つ

け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
収
入
の
か
な
り
の
部
分
を
自
動
車

産
業
が
稼
い
で
く
れ
て
い
る
と
い
う
経
済
的
側
面
、
自
動

車
が
可
能
に
し
た
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
も
無
視
で
き
な
い
こ

と
で
す
。
か
つ
て
は
満
足
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
僻
地
は
、
自
動
車
の
恩
恵
を
受
け
た
わ
け
で
、
地
球

規
模
で
み
れ
ば
そ
う
い
う
地
域
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

自
動
車
は
大
量
生
産
に
よ
っ
て
大
幅
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、

グ
ラ
ム
単
価
で
み
た
ら
携
帯
電
話
の
一

O
分
の
一
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
片
方
で
は
上
手
に
使
っ
て
数

量
も
保
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
と
、
文
明

の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
な
く
な
る
。
こ
と
さ
ら
、
モ
バ
イ
ル

と
か

B
R
T
と
か
お
話
し
し
て
い
る
の
は
、
高
齢
社
会
に

な
っ
た
と
き
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
基
本
的
な
人
権
を
支
え

る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
か
ら
で
す
。

交
通
は
土
木
の
交
通
工
学
に
任
せ
き
り
に
し
て
、
建
築

関
係
者
は
「
歩
け
る
町
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
わ

れ
わ
れ
の
構
図
が
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
続
け

て
い
る
ん
で
す
。

福
川

難
し
い
の
は
、
明
石
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
郊
外

化
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
実
は
車
と
の
闘
い
な

ん
で
す
ね
。
車
で
自
由
に
な
っ
た
こ
と
が
、
人
口
が
減
っ

て
も
郊
外
化
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
モ
ビ
リ

テ
イ
を
保
証
す
る
こ
と
の
意
味
と
か
重
要
性
が
あ
る
。

大
野

車
が
増
え
る
と
郊
外
化
す
る
の
は
、
社
会
的
負
担

が
車
の
持
ち
主
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

安
く
車
を
保
有
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
産
業
奨
励
と

い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
で
す
。

住居る+J
 
お-」市都縮す
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所
有
放
棄
に
至
う
せ
な
い
た
め
に

明
石

中
心
市
街
地
の
衰
退
佑
の
議
論
を
す
る
と
き
に
、



空
き
庖
舗
を
空
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
、
市
街
地
の

中
に
空
き
地
が
あ
る
こ
と
を
、
社
会
的
悪
だ
と
決
め
ら
れ

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
、
地
価
が
高
騰
し
て
い
た
時
代
は
、
ち
ゃ
ん
と
地

価
税
を
払
っ
て
も
ら
う
た
め
に
利
用
を
促
進
す
べ
き
だ
、

と
い
う
こ
と
を
や
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
こ
の
テ

ー
マ
の
も
と
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

貴
重
な
資
源
な
の
に
空
き
地
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
土
地
が
い
っ
ぱ
い
余
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
、
前
提
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
行
政

が
そ
こ
を
買
取
り
に
入
る
と
:
:
:
こ
の
へ
ん
か
ら
ぼ
く
ら

は
い
つ
も
議
論
し
て
い
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
・
・
・・
・
・
同
じ
こ
と
が
市
街
化
区
域
の
農
地
に
も
言
え
る

ん
で
す
が
、
と
て
も
高
い
金
額
で
買
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
り
か
ね
な
い
ん
で
す
。

市
場
で
土
地
が
余
っ
て
い
る
な
ら
、
も
っ
と
安
く
な
っ

て
も
い
い
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
と
て
も
高
い
地
価
の
ま

ま
空
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
地
価
で
固
定
資
産
税
を

払
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
、
も
し
く
は
固
定
資
産
税
率
を
上

げ
て
で
も
払
っ
て
く
れ
る
の
な
ら
ば
、
空
け
て
い
る
こ
と

自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

で
は
、
今
度
は
縮
小
都
市
の
議
論
で
、
ほ
と
ん
ど
空
き

地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
住
宅
地
で
、
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
人
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で

移
転
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
し

た
と
き
に
、
幾
ら
で
買
い
取
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

も
し
本
当
に
安
く
な
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
値
段
で
買
い

取
ら
れ
て
も
、
も
っ
と
便
利
な
と
こ
ろ
へ
移
る
価
格
に
は

見
合
わ
な
い
。
公
共
事
業
の
と
き
の
よ
う
に
、
補
償
と
し

て
生
活
再
建
に
な
る
か
と
い
う
議
論
で
す
。
高
い
価
格
、

い
わ
ば
便
利
な
と
こ
ろ
の
値
段
で
不
便
な
と
こ
ろ
の
土
地

を
買
い
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て
く
る
。

縮
小
都
市
を
、
権
利
の
制
限
を
か
け
た
り
、
収
用
ま
で

辞
さ
な
い
形
で
能
動
的
に
進
め
る
と
し
た
ら
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
行
政
の
支
出
と
の
関
係
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

福
川
最
後
は
や
っ
ぱ
り
、
も
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
苦

痛
だ
と
い
う
人
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
ま
さ
に
地
方
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
そ
う
な
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
、
自
治
会
な
の
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
か
、

ど
う
い
う
単
位
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
も

う
少
し
そ
の
所
有
権
自
体
を
共
同
で
管
理
す
る
よ
う
な
形

に
移
る
と
い
う
こ
と
さ
え
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
や
や
極
端
な
議
論
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

明
石
も
っ
て
い
る
こ
と
が
苦
痛
な
不
動
産
と
い
う
の
は
、

財
産
価
値
は
ど
う
な
ん
で
す
か
?

福
川
財
産
価
値
は
な
い
。
む
し
ろ
も
っ
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
く
る
。
そ
う
な

っ
て
く
る
と
、
都
市
計
画
の
仕
組
み
そ
の
も
の
も
少
し
違

っ
た
目
で
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ
、
い
ま
の
法
律

の
な
か
に
ど
う
入
れ
る
か
は
難
し
い
話
で
す
。

明
石
中
心
市
街
地
の
空
き
屈
舗
が
な
ん
で
空
い
て
い
る

の
か
と
聞
く
と
、
地
価
、
家
賃
が
高
い
か
ら
と
い
う
。
そ

ん
な
ば
か
な
話
は
な
い
だ
ろ
う
。
家
賃
を
下
げ
れ
ば
い
い

の
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
下
が
ら
な
い
。
で
、
空
い

て
い
る
。

も
っ
て
い
る
こ
と
が
苦
痛
で

そ
れ
は
つ
ま
り
、

は
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
も
っ
て
い
る
こ
と
が
苦
痛
な
社
会
に
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
固
定
資
産
税
、
つ
ま
り
保
有
に
関
す
る
税

率
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
も
っ
と
上
げ
て
い
く
こ
と
が
縮
小

都
市
の
大
事
な
課
題
で
あ
る
、
と
福
川
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ

っ
た
:
:
:
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
?
(
笑
)
。

岡
部
根
本
的
に
は
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
実
質
的
に
利

く
よ
う
な
固
定
資
産
税
に
す
る
。
あ
る
い
は
、
建
物
で
あ

れ
土
地
で
あ
れ
所
有
し
て
い
る
以
上
、
適
切
に
維
持
す
る

義
務
を
課
す
仕
組
み
に
も
発
展
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
に
は
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

一
方
で
、
そ
れ
を
自
治
会
の
よ
う
な
も
の
で
管
理
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
国
交
省
の
地
域
ル

1
ル
に
関
す
る

制
度
の
委
員
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ゴ
ミ
屋
敷
の
問
題
が
発
端
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
人
口
減
少

地
区
で
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
な
ど
を
コ
モ
ン
で
管
理

し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
そ
れ
は
難
し
い
。
管
理
能
力
の
あ
る
地
域
で
あ
れ
ば
で

き
る
け
れ
ど
、
実
際
は
、
空
き
家
が
増
え
て
高
齢
化
し
て

管
理
が
難
し
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
そ
そ
う
い
う
も
の
が

必
要
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
届
き
に
く
い
制
度
に
な

る
の
だ
な
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
明
石
さ
ん
が
講
演
の
最
後
に
お
話
し
に
な

っ
た
韓
国
の
土
地
適
正
評
価
の
仕
組
み
。
そ
れ
を
「
白
い

地
域
」
に
関
し
て
お
話
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
心
部

で
も
や
は
り
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
土
地
の
適
正
評

価
を
し
て
、
商
屈
街
と
し
て
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
空
き
庖
舗
に
し
て
お
く
こ
と

に
は
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
、
逆
に
空
き
家
や
更
地
の
ほ
う

円
ノ
白

骨
Jムウ

日
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、
リ
J研総住回Qd
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が
増
え
て
し
ま
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
家
で
あ
れ
ば
、
転
出

し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
土
地
に
細
か
い
色
付
け
を
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
制
度
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
治
体
の
レ
ベ
ル
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
:
:
:
そ

う
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

実
擦
に
、
疲
弊
地
区
再
生
な
ど
の
場
合
で
は
そ
う
い
う

メ
リ
ハ
リ
の
つ
け
方
を
し
て
い
て
、
撤
去
に
補
助
金
を
出

す
の
と
同
時
に
、
修
復
し
て
住
む
人
に
補
助
金
を
出
す
と

い
う
例
も
あ
り
ま
す
。
一
本
の
線
で
何
か
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
よ
り
き
め
細
か
な
土

地
評
価
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
ル

i
ル
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ゑ
轟
警
警
福
川
明
石
さ
ん
の
主
張
は
、
線
引

轟
難
護
J
湾
き
制
度
の
維
持
で
は
な
い
で
す
ね
つ

議
離
轍
機
シ
々
々
メ
「
明
石
先
生
は
線
引
き
の
重
要
性
を

議
議
離
欝
臨
機
い
わ
れ
、
大
野
先
生
は
そ
う
い
う
の

議
議
欝
警
は
不
平
等
の
原
凶
と
指
摘
さ
れ
た
け

れ
ど
も
:
:
:
」
と
い
う
質
問
が
き
て
い
ま
す
。
質
問
し
た

方
は
、
誤
解
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
か
な
。

明
石
大
野
さ
ん
と
私
は
比
較
的
関
じ
こ
と
を
寄
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
不
公

平
を
つ
け
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
な
ら

な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。

福
州
大
野
さ
ん
も
そ
う
で
す
ね
?

大
野
都
市
計
画
的
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
的
に
そ
こ
で
発
生
す
る
不
公
平
を
吸

収
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
思
い
至
ら
ず
、

そ
の
経
過
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が

私
に
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
そ
れ
し
か
手
法
が
な
い

と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
土
地
を
証
券

化
し
て
利
用
権
だ
け
を
売
買
で
き
る
と
か
、
あ
る
い
は
、

長
岡
市
が
も
っ
て
い
る
総
資
産
額
み
た
い
な
も
の
が
顕
在

化
し
て
、
全
体
が
下
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分
の
と
こ

ろ
が
下
が
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
仕
組

み
が
あ
れ
ば
い
い
け
れ
ど
、
人
口
が
減
っ
た
り
産
業
が
縮

小
す
る
と
き
は
取
引
事
例
そ
の
も
の
が
減
っ
て
い
く
の
で
、

評
価
が
実
際
に
は
難
し
く
な
る
。
先
ほ
ど
明
石
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
政
策
価
格
に
な
っ
て
、
買
上
時
に
ど

う
し
て
も
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
こ
る
。

そ
れ
を
国
じ
ゅ
う
で
や
っ
た
ら
た
ぶ
ん
破
産
し
ち
ゃ
う

し
、
「
ご
ね
得
」
が
横
行
し
て
、
あ
ま
り
健
全
な
状
態
に
な

ら
な
い
。
総
量
で
減
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
的
に
落
ち
こ
ぼ

れ
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。

も
う
ど
き
な
さ
い
と
い
わ
れ
で
も
、
そ
の
人
の
生
業
が

そ
こ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
、

そ
こ
で
あ
れ
ば
家
庭
菜
園
で
一
日
三

O
O円
で
暮
ら
せ
る

け
れ
ど
も
、
よ
そ
へ
移
っ
た
ら
そ
の
金
額
で
は
暮
ら
せ
な

い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
す
る
か
は
、
な
か
な
か
解
決
で
き

ま
せ
ん
。

ゾ

l
ニ
ン
グ
と
い
う
の
は
膨
張
圧
力
の
強
い
と
き
に
有

効
な
手
段
で
、
縮
小
し
て
い
く
と
き
に
は
な
か
な
か
:
:
:
。

「
お
ま
え
死
ね
」
と
い
う
の
は
、
非
常
に
強
権
的
な
政
策
を

前
提
に
し
な
い
か
ぎ
り
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
と
い
う
と
、

わ
り
と
館
、
単
に
民
主
主
義
と
い
う
の
は
ど

う
し
て
も
衆
愚
政
治
に
な
る
と
か
、
ご
ね
得
を
生
む
か
ら

「
ゃ
め
ち
ゃ
え
」
み
た
い
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
い
と
思
う
。

明

石

ゾ

i
ニ
ン
グ
の
こ
と
に
つ
い
て
縮
小
す
べ
き
部
分

を
、
「
お
ま
え
死
ね
」
と
い
う
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
明
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
い
ま
は
い

っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

最
初
に
「
デ
ュ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
一
一
一
口
っ
た
よ
う
に
、
不

動
産
開
発
と
い
う
の
は
、
つ
く
っ
た
も
の
が
空
き
家
の
ま

ま
残
る
と
か
、
荒
廃
地
と
な
っ
て
農
地
に
は
も
う
戻
ら
な

い
と
か
、
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、
あ
る
市
場
シ
ス

テ
ム
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
外
部
性
を
吸
収
し
て
い
け
ば
い

ず
れ
正
常
状
態
に
落
ち
着
く
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
考
え

方
だ
け
で
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

大
野
そ
れ
で
私
も
証
券
化
も
あ
ま
り
な
さ
そ
う
だ
な
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
一
応
代
わ
り
の
方
策
と
し
て
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
て
、
よ
り
情
報
を
開
示
し
て
と

い
う
話
は
あ
る
の
で
申
し
上
げ
た
だ
け
で
、
私
も
だ
い
た

い
同
意
見
で
す
。

土
地
利
用
規
制
と
崇
観
行
致
と

福
山
川
岡
部
さ
ん
が
カ
タ
ル
ニ
ア
を
例
に
お
話
し
に
な
っ

た
方
針
と
、
明
石
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
ゾ
l
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
柔
軟
化
し
て
い
く
と
い
う
話
は
ど
ん
な
関
係
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
も
う
少
し
説
明
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
質
問
が
き
て
い
ま
す
。

住居るけお市部縮?J
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カ
タ
ル
ニ
ア
で
は

r
」
と
書
か
れ
た
ら
ど
う
な
る
ん



で
す
か
?

伺
部
あ
れ
は
法
的
な
プ
ラ
ン
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
拘

束
力
は
な
い
で
す
。
土
地
利
用
の
管
理
を
法
的
に
拘
束
す

る
の
は
ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
ン
で
し
か
な
い
の
で
、
基
礎
自
治

体
が
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。

地
方
分
権
化
が
進
み
多
く
の
権
限
が
基
礎
自
治
体
に
あ

る
の
で
す
が
、
基
礎
自
治
体
ほ
ど
開
発
志
向
で
、
上
ほ
ど

そ
れ
を
抑
制
す
る
プ
ラ
ン
を
出
す
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
基
礎
自
治
体
は
比
較
的
状
況
の
い
い
と
き
に
0

フ
ラ
ン

を
つ
く
る
の
で
、
縮
小
に
向
け
て
の
軌
道
修
正
が
な
か
な

か
難
し
い
。
そ
の
と
き
に
上
位
の
計
画
で
、
よ
り
縮
小
の

計
画
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
に
修
正
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
を
開
き
ま
し
た
。

福
川
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
で
す
ね
。
そ
の
後
自
治
体
が
ゾ
1

ニ
ン
グ
を
す
る
と
き
に
開
発
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
と
か
。

岡
部
カ
タ
ル
ニ
ア
州
の
地
域
部
分
計
画
は
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
の
専
門
家
の
部
隊
が
、
も
と
も
と
ゾ

i
ニ
ン
グ
一
辺

倒
で
は
な
い
新
し
い
都
市
計
画
を
や
っ
て
き
た
人
た
ち
の

経
験
を
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
地
域
の
レ
ベ
ル
に
生
か
し

て
、
そ
れ
で
土
地
利
用
規
制
的
な
要
素
と
、
都
市
集
落
シ

ス
テ
ム
を
戦
略
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ

て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
既
成
市
街
地
に
そ
う
い
う
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

福
川
そ
れ
は
明
若
さ
ん
の
お
話
に
近
か
っ
た
と
。

明
高
岡
部
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
私
は
侭
の

異
存
も
:
:
:
(
笑
)
。
い
ま
日
本
で
は
都
道
府
県
が
役
割
を

果
た
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
市
町
村
に
す
べ
て

投
げ
て
、
市
町
村
で
決
め
て
も
ら
っ
て
そ
れ
で
い
い
ん
だ

と
。
で
も
、
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
市
町
村
自
体

は
成
長
戦
略
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
あ
っ
て
、
市

町
村
が
想
定
し
て
い
る
一

O
年
後
の
人
口
を
足
し
合
わ
せ

れ
ば
県
の
一
二
倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
り
す
る
。

だ
か
ら
先
ほ
ど
の
話
の
よ
う
な
非
常
に
つ
ら
い
こ
と
は
、

本
当
は
上
伎
の
行
政
庁
が
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
け
れ
ど
、
い
ま
日
本
は
広
域
的
な
計
画
行
政
庁
が

機
能
し
て
い
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岡
部
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
土
地
利
用
計
嗣
で
す
。
詳
細
な
土
地
被
覆
を
べ

i
ス
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
色
付
け
を
し
て
、
さ
っ
き
の
適
正
評
備

に
近
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景

観
政
策
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
が
、
日
本
で
、
景
観
行
政

で
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
は
な
か
っ

た
ん
で
す
か
?

明
石
日
本
の
景
観
法
は
、
市
町
村
の
条
例
を
法
令
が
後

方
支
援
す
る
よ
う
な
形
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
広
域

的
ラ
ン
ド
ス
ケ
!
プ
の
よ
う
な
景
観
政
策
に
は
必
ず
し
も

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
景
観
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
自
治
体

が
あ
っ
て
、
条
例
を
つ
く
る
な
ら
応
援
し
ま
す
よ
、
と
い

っ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

私
は
、
分
権
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
本
当
に
広
域
的
に

大
切
な
こ
と
と
か
、
住
民
と
相
対
し
て
い
る
と
な
か
な
か

納
得
が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
を
だ
れ
が
す
る
の
か
と
か
が

落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
は
逮
う
と
い
う
こ
と
を
附
部
さ
ん
は
指
摘
さ
れ

た
の
だ
と
忠
う
の
で
す
。

近
代
の
産
物
も
若
い
人
た
ち
に
は
生
ま
れ
育
っ
た
鼠
景

4
4
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第

福
川
大
野
ざ
ん
か
ら
は
、
フ
ァ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
計
画
の

延
長
で
建
築
家
と
し
て
の
提
案
が
出
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
:

大
野
そ
れ
は
二
年
後
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
長
関
は
都

市
の
規
模
が
小
さ
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
提
案
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

B
R
T
の
提
案
で
す
が
、
そ
の
く
ら
い
に
パ
ス
に
お
金

を
か
け
る
決
意
を
す
る
た
め
に
は
、
な
に
か
絵
が
必
要
で

す
。
パ
ス
は
乗
換
え
に
対
す
る
抵
抗
が
非
常
に
大
き
い
わ

け
で
す
。
地
下
鉄
駅
な
ら
ど
こ
で
も
空
調
し
で
あ
る
の
に

バ
ス
停
は
な
ん
で
空
調
し
な
い
の
か
。
だ
れ
も
不
思
議
に

思
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
建
築
の
施
設
と
し
て
き
ち

ん
と
つ
く
る
。
だ
か
ら
、
バ
ス
停
を
や
り
ま
す
。

ま
た
、
日
容
わ
り
公
共
施
設
は
、
新
築
で
も
考
え
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
が
、
お
寺
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
宗
教

心
が
な
く
な
っ
て
、
檀
家
が
減
っ
て
い
く
の
で
お
寺
が
経

済
的
に
成
り
立
た
な
い
。
お
寺
が
今
後
な
く
な
っ
て
ゆ
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
ほ
と
ん
ど
プ
レ
ハ
ブ
あ
る

い
は
プ
レ
ハ
ブ
も
ど
き
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
景
観
の
な
か
か
ら
、
お
寺
の
屋
根
が
消
え
た
ら
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
。
宗
教
施
設
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
す
る

の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
よ
く
あ
る
話
で
、
お
寺
は
永
遠
に

宗
教
施
設
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
?
と
い
う
こ
と
で

す
。
宗
教
施
設
だ
と
補
助
金
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

け
れ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ら
ば
補
助
金
を
入
れ
る



こ
と
も
で
き
る
。
あ
あ
い
う
空
間
と
境
内
と
、
集
落
の
中

に
適
切
な
位
罷
を
も
っ
て
い
る
施
設
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
や
っ
て
み
た
い
な
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
こ
れ

か
ら
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
:
:
:
。
車
だ
っ
た
ら
メ
ー

カ
ー
と
一
緒
に
や
る
と
い
う
形
で
、
よ
り
フ
ィ
!
ジ
ビ
リ

テ
ィ
の
高
い
提
案
を
し
て
、
違
う
形
で
の
建
築
家
的
な
レ

ベ
ル
で
の
議
論
を
展
開
し
た
い
な
と
忠
っ
て
い
ま
す
。

福
川
大
野
さ
ん
の
東
京
の
計
闘
で
は
、
川
な
ど
地
形
を

読
み
込
み
な
が
ら
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
間
部
さ

ん
の
お
話
は
、
集
落
の
形
態
と
か
多
心
型
モ
デ
ル
の
中
心

に
な
る
も
の
は
、
昔
か
ら
の
、
江
戸
時
代
と
か
明
治
時
代

ぐ
ら
い
ま
で
に
あ
っ
た
集
落
の
パ
タ
ー
ン
と
か
、
白
然
条

件
を
反
映
し
た
土
地
の
使
い
方
、
だ
と
い
う
こ
と
。
九
月
野
さ

ん
の
お
話
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
だ
ん
だ
ん
一
民
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
視
点
も
長
岡
の
計
画
に

は
入
っ
て
く
る
ん
で
す
か
?
多
心
型
と
い
っ
た
と
き
に
。

大
野
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
潜
在
的
な
歴
史
的
痕
跡
と
か

地
形
も
入
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
景
観
と
い
う
と
す
ぐ
明

治
か
江
戸
時
代
ま
で
い
っ
ち
ゃ
っ
て
、
近
世
の
風
景
は
よ

く
て
近
代
は
だ
め
だ
と
い
う
の
が
根
強
く
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
風
景
に
貴
賎
な
し
」
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
、
わ
れ
わ

れ
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
郊
外
風
景
は
後
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
も
の
だ
け
れ
ど
、
い
ま
の
若
い
人
に
と
っ
て
は
そ
こ

で
育
っ
た
風
景
で
す
。
二

O
年
前
に
で
き
た
団
地
だ
っ
て

い
い
住
宅
地
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
古
い
歴
史
を
も

っ
た
集
落
で
も
だ
め
か
も
し
れ
な
い
。

H
O
P
E
計
画
で
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
ふ
る

さ
と
風
景
を
つ
く
る
と
い
う
と
す
ぐ
瓦
屋
根
を
載
っ
け
ち

や
っ
た
り
す
る
の
が
ど
う
も
好
き
に
な
れ
な
く
て

福
川
い
ま
、
団
地
を
評
価
す
る
社
会
学
者
も
た
く
さ
ん

出
て
、
い
ろ
ん
な
議
論
を
張
っ
て
い
ま
す
ね
。

岡
部
さ
ん
が
紹
介
し
た
よ
う
な
縮
退
と
戦
略
の
分
別
を

す
る
よ
う
な
と
き
の
基
準
に
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

そ
う
い
う
近
世
、
近
代
以
降
の
も
の
も
評
価
さ
れ
て
入
っ

て
い
る
と
み
て
い
い
ん
で
す
か
。

岡
部
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
き
ょ
う
は
近
代
主
義
批
判

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も

近
代
の
も
の
を
悪
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
長
く
存

続
し
て
き
た
も
の
に
は
そ
れ
な
り
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
都
市
集
落
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

都
市
シ
ス
テ
ム
が
そ
う
い
う
も
の
で
、
中
世
の
こ
ろ
か
ら

近
代
を
経
て
な
お
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
切
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
日
本
の
場
合
は
、
郊
外
に
関
し

て
い
う
な
ら
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
は
る
か
に
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
戦
後
初
期
に
整
備
さ
れ
た
住
宅
団
地
な
ど
は
、
そ
う

し
た
都
市
集
落
シ
ス
テ
ム
に
う
ま
く
乗
っ
て
い
る
も
の
が

結
構
多
い
。
そ
う
い
う
も
の
は
や
は
り
評
価
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
!
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
全

く
地
域
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
で
き
て
い

る
開
発
は
、
い
ま
は
若
い
人
た
ち
が
多
く
住
ん
で
い
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
歴
史
的
な
文
脈
で

み
る
と
消
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

必
ず
し
も
古
い
も
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
。

槙
川
角
野
さ
ん
の
考
え
方
は
?

角
野
縮
小
す
る
と
き
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
い
っ
た
い
何
か
。

(笑)。

都
市
レ
ベ
ル
で
の
よ
り
ど
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
個
々
の
住
宅

地
レ
ベ
ル
で
の
よ
り
ど
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
前
近

代
の
も
の
が
よ
く
て
近
代
が
だ
め
だ
と
も
全
然
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
「
雲
雀
ヶ
丘
」
と
い
う
住
宅
地
が
誕

生
し
た
と
き
の
写
真
を
見
る
と
、
駅
前
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
に
は
シ
ュ
ロ
の
並
木
が
あ
り
、
正
面
に
赤
い
屋
根
の

洋
館
が
あ
る
:
:
:
。
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の

で
す
。
で
も
沿
道
の
町
並
み
は
変
わ
っ
た
の
で
、
似
て
非

な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
で
も
そ
こ
は
、
そ
の
住
宅
地

に
と
っ
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
し
看
板
な
ん
で
す
ね
。

実
は
私
も
、
兵
庫
県
下
の
あ
る
と
こ
ろ
で
ま
さ
に
無
住

化
し
て
い
る
お
寺
を
ど
う
使
う
か
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

神
社
は
も
っ
と
以
前
か
ら
神
主
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
ま
さ
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

と
し
て
ど
の
よ
う
な
組
立
て
方
が
で
き
る
の
か
。

お
寺
も
境
内
と
か
後
ろ
の
山
と
か
、
結
構
寺
林
を
も
っ

て
い
ま
す
。
農
地
改
革
以
前
は
広
大
な
小
作
農
地
を
も
っ

て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
所
有
者
が
替
わ

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
ん
で
す
が
、
で
も
そ
の
記
憶
は
も

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
こ
の
お
寺
は
こ
う
で
あ
っ
て
私

は
こ
う
だ
と
い
う
:
:
:
。

そ
う
い
う
の
は
、
そ
の
集
落
な
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
維
持
や
、

そ
れ
を
次
に
残
し
て
い
く
た
め
の
ハ
ー
ド
で
あ
り
ソ
フ
ト

に
な
る
。
ま
だ
ま
だ
縮
小
都
市
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
探
す
価

値
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
答
え
を
探
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
そ
れ
を
だ
れ
が
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
か
。
個
々
の
郊
外
住
宅
地
に
つ
い
て
い
う
と
、
高
齢
化

、王居るけおに市都縮rJ 
号
J



し
て
い
く
蔚
住
者
だ
け
で
は
無
理
な
ん
で
す
。
人
び
と
か

ら
信
頼
さ
れ
委
託
さ
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
は
ど
う
い

う
形
で
あ
り
う
る
の
か
。
ま
だ
私
も
答
え
は
わ
か
ら
な
い

で
す
が
、
と
に
か
く
そ
れ
を
見
つ
け
て
い
か
な
い
こ
と
に

は
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
川
会
場
か
ら
、
「
離
島
な
ど
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
眼
界
集
落
に
な
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、

も
は
や
町
に
移
住
す
る
こ
と
を
促
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
ど
う
、
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
質
問
が
き
て
い
ま
す
。

明
石
都
市
が
拡
散
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
ス
プ
ロ

l
ル

の
市
街
地
と
、
離
島
や
中
山
間
地
の
限
界
集
落
や
、
元
か

ら
あ
っ
た
集
落
と
は
、
事
柄
が
全
く
違
う
。
国
土
全
体
が

人
間
の
体
だ
と
す
る
と
、
隅
々
ま
で
健
康
で
い
ら
れ
る
と

い
う
議
論
を
す
る
と
こ
ろ
と
、
都
市
の
ま
わ
り
に
あ
る
農

地
を
蚕
が
食
べ
る
よ
う
に
食
い
荒
し
て
い
っ
た
も
の
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
こ
れ
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

岡
部
一
つ
の
集
務
が
単
体
と
し
て
美
し
い
か
ら
文
化
的

資
産
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
複
数
の
集
落
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
た
シ
ス
テ
ム
こ
そ
資
産
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
ノ
ー
ド
と
し
て
離
島
の

生
活
で
あ
っ
た
り
中
山
間
地
の
生
活
が
あ
る
。
そ
れ
を
国

全
体
の
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
く
と
い
う
発
想
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
る
い
生
活
を
描
け
る
縮
小
へ
向
け
て

福
山
会
場
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
は
話
の
中
に
織
り
込

ん
で
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
会
場
か
ら
直
接
ご
意
見
、
感

想
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部
寄
生
(
千
葉
大
学
)
縮
小
都
市

と
い
う
の
は
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
政
策
の
侍
ら
か
の
手
続
を
加
え
た

瞬
間
に
不
利
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
し
良

く
も
な
る
わ
け
で
、
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
縮
小
は
い

い
こ
と
な
ん
で
す
よ
、
居
住
は
こ
う
よ
く
な
る
ん
で
す
よ
、

と
い
う
説
明
を
ど
こ
か
に
加
え
て
い
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り

都
市
系
の
方
が
た
の
議
論
に
終
っ
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ

が
す
る
ん
で
す
ね
(
笑
)
。

阿
部
さ
ん
の
話
を
開
い
て
い
で
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た

が
、
私
が
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
団
地
の
再
生
問
題
の
な

か
で
、
新
聞
記
者
が
寄
っ
て
き
て
必
ず
開
き
ま
す
。
「
問
地

の
建
替
え
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
こ
に
向
か
う
ん
で

す
か
?
」
と
。
で
も
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
縮
小
都
市

に
な
る
か
ら
」
と
は
い
え
な
い
で
す
よ
。

小
林
秀
樹
(
千
葉
大
学
)
人
口
減
少
ふ
行
一
V
V
J

時
代
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
て
、
で
畿
;
ぺ
撃

は
一
人
ひ
と
り
の
居
住
ビ
ジ
ョ
ン
、
生
選
馨
髪
建

活
ビ
ジ
ョ
ン
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
〆
々
々
叫
ん
ヤ

は
、
話
題
に
出
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
と
え
ば
普
通
の
一

人
の
人
と
し
て
住
宅
選
択
の
住
宅
双
六
は
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は

郊
外
の
非
常
に
過
疎
ル
出
し
た
と
こ
ろ
に
取
り
残
さ
れ
て
と

ど
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
希
望
を
与
え
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
の
と
き
に
、
明
石
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
、

燐
の
敷
地
を
買
っ
て
面
積
を
二
倍
に
す
れ
ば
人
口
が
半
分

で
も
あ
な
た
の
住
宅
地
は
生
き
る
ん
で
す
よ
と
い
う
こ
と

を
一
吉
い
な
が
ら
再
生
に
努
力
し
な
い
と
、
い
ろ
ん
な
活
動

が
広
が
っ
て
い
か
な
い
、
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
次
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
!
マ
と

し
て
や
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
セ
ッ
ト
で
ま
と
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

福
山
い
い
感
想
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
島
明
子
(
和
洋
女
子
大
学
)
い
ま

ー

や

っ

ぱ

り

買

の

不

安

定

、

¥

併

三

子
ど
も
を
生
ま
な
い
、
そ
う
い
う
問
題
襲
撃
一

f
J
畿
灘
鱗
綴
綴
瀦
庁
、
~
一
九
川
口
明

が
す
ご
く
大
き
い
わ
け
で
す
ね
。
縮
小
乏
二
γ¥

す
る
の
だ
ろ
う
と
は
思
う
の
だ
け
れ
ど
、
で
も
そ
こ
が
楽

し
く
な
い
原
田
は
、
好
き
合
っ
た
人
と
結
婚
し
て
子
ど
も

が
ほ
し
か
っ
た
ら
産
め
る
、
男
の
人
も
女
の
人
も
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
侍
か
明
る
い
ビ
ジ

ョ
ン
が
出
そ
う
な
気
が
す
る
わ
け
で
す
ね
。

環
境
と
か
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
か
都
市
の
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
あ
り
方
だ
と
か
が
つ
な
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
組
み
上

げ
て
い
っ
た
ら
、
も
う
少
し
違
う
行
き
方
、
楽
し
い
縮
小

の
仕
方
が
あ
り
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

福
川
そ
ん
な
に
暗
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
か
。
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
(
笑
)
。
本
当
は
も
っ
と
明
る
い
縮
小
を
描
き

出
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
司
会
の
不
手
際
で
、
後
半
、

明
る
い
未
来
を
描
く
の
に
失
敗
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

の
英
知
を
結
集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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